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特　　集

第５回文化遺産学フォーラム 
「水がむすぶ文化遺産～最上川と淀川～」

　私は、大阪と神戸の間、阪神間に生まれ育ったも
ので、川には非常になじみが深いんです。夙川や芦
屋川、住吉川、先日洪水が起こりました都賀川と
か、阪急電車に乗っておりましても、たくさんの川
を渡って通勤・通学してきました。
　そういう阪神間の市民にとっては、十三を越えて
淀川を越えるときというのは感動であります。子供
のときから、淀川は他の川と比べて水量が全然違い
ますので、これはもう海のような川を渡るんだなと
思って、いつも見とれていました。あるとき、現在
の淀川が明治の終わりごろにできた川だと知って驚
きました。つまり、20世紀の初めにできた人工の川
なんですね、新淀川というのは。今の若い人はもし
かしたらご存じない方が多いかもしれません。もと
もとの淀川というのは、大阪市内を流れている大川
の旧淀川のことでありまして、こんなことでもはっ
きり言わないともうわからないという気がするんで

すね。
　そのときに初めて私は歴史というものを痛感した
というか、何となくそれまで、山も海も川も自然の
ものだと思っていたんですけれども、川というもの
は大阪にとりましては非常に人工的な歴史があっ
て、まず、流域そのものが大幅に変わってきている
ということを、子供心に痛感したんですね。
　２つの地図が入った資料を刷っていただきまし
た。

【基調講演】

淀川と水都の変遷

河内　厚郎　（文化プロデューサー／夙川学院短期大学教授）

河内　厚郎氏

現在の淀川流域
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　左側の図は現在の京阪神の淀川流域で、右側の図
は古代の７世紀から８世紀にかけての淀川流域をま
とめた地図です。これを見ますと、随分現在の淀川
の姿と違うわけです。まず、現在の大阪市は難波
宮、難波となっております。大阪湾の出口のところ
ですね。その右に草香江とあり、生駒山と大阪市と
の間は湖のようになっております。これは河内湖と
いうふうにも言いますけれども、そこへいろんな川
が流入してくるものですから、もともとは内海であ
り、それから湖みたいになり、池になり、沼地にな
っています。現在、東大阪のあたりは完全に陸地に
なっておりますけれども、古代の初めのころはむし
ろ内海のような湖であったということになるわけで
す。ここへ京都盆地のほうから流れてきております
淀川の本流、それから今現在は堺へ流れております
大和川も、江戸時代の初期までは現在の大阪市へ北
側から流れ込む、北側とは、つまり大阪城の周りに
流れ込むということで、淀川と大和川という２つの
大きな流域の水が全部大阪市の中心部へ流れ込んで
きたわけです。
　ですから、今の大阪市内を流れております大川の
水量というのはかなり多かったわけで、大和川の分
まで入り込んでおりますので、天満のあたりの水量
は、今でもかなり多いと思いますけれども、古代・
中世には川幅ももうちょっと広かったんだろうなと
推定されるわけです。
　右側の地図は、古代に都が移り変わるという宮都

の変遷の地図であります。
　ご承知のとおり、794年には平安京ができて、こ
れが長く続くわけですけれども、その平安京の造営
に至るまで、もうしょっちゅう都が入れかわってお
ります。平城京でも70年ぐらいですから。
　平城京が、あれだけ大規模な都をつくって、なぜ
70年ぐらいしか続かなかったのか。その理由は、や
っぱり水だと思います。水を求めるのがやや難し
い。それから、水はけが悪いということですね。で
すから、大和盆地の中に都ができますと、死体なん
かでも川の中に打ち捨てておくような感じで、流れ
ていかない。疫病が流行ると大変なことになります
ので、それがやっぱり一つの原因じゃないだろう
か。京都盆地のほうが水はけもよかったというふう
に考えられると思います。
　そのほかにも、藤原京でありますとか、聖武天皇
が次々都を移しますので、恭仁京、紫香楽宮などが
ございます。それから、この大阪のところにありま
したのは、難波宮、いわゆる難波京でありますけれ
ども、ここは過去に何度か都になっております。
　一応、記紀として編さんされているもので、大阪
に都が置かれました一番古い記録は、応神天皇のと
きだとされています。これは難波大隅宮といわれて
います。この「大隅」というのがどこかというのは
いろんな議論がありますが、現在地名で残っており
ます東淀川区大隅というところに、大隅神社という
のがあります。そこだとしたら、これはかなり淀川
の流域にべたっとくっついた都であった。しかし、
それほど本格的な都城をつくったのではないと思い
ます。天皇が政務をとられるところだという程度の
意味だと思います。
　難波大隅宮は、おそらく放牧場が近かったのでは
ないでしょうか。牛や馬なんかが飼われていた地域
ではないか。淀川流域というのは、例えば高槻のあ
たりに上牧という地名がありますが、昭和50年代ぐ
らいまで馬の放牧のようなことが行われていたと、
私も覚えています。要するに、淀川の川岸、その辺
が牧草地帯でありまして、天皇家の馬などが飼われ
ていたところだと言われております。
　それから、その次に、応神天皇の次の仁徳天皇、
これはほぼ史実に近いかと思いますが、難波高津
宮。これは戦前、ミナミの東にあります高

こう

津
づ

神社、
「高津」と書きますのでそう思われていましたけれ

古代宮都の変遷
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ども、最近の学者の説では、やっぱり大阪城のあた
り、NHKのあたりだったんじゃないだろうかとい
うことになっています。NHKの放送局の隣に高床
式の倉庫みたいなのが出土して復元されております
けれども、あのあたりが高津宮だったのではないで
しょうか。
　それから、７世紀の中ごろに難波長柄豊碕宮とい
う、これは、現在、長柄とか豊崎というのは町名に
も残っておりますけれども、孝徳天皇の都が大化改
新の後に造営されまして、これが古代の大阪では一
番本格的な宮殿をつくった都だと思います。
　こういうものを考えますと、淀川というものが古
代の都市の建設に重要な役割を果たしていることが
わかります。当時、大規模な都市というのは近畿に
集中しておりますから、日本の都市建設、古代都市
の建設というのは、淀川抜きにはあり得ません。例
えば、淀川というのは、琵琶湖から流れてくる瀬田
川、これが本流みたいなものですね。瀬田というの
は「勢田」という字を書くときもあるわけで、琵琶
湖から一気に流れ出しますから勢いが強いというこ
とですね。それから木津川、京都の桂川、大体この
３つの水域を重ねて淀川になるわけですけれども、
木津川の木津というのは、字のとおり「木」、つま
り木材を陸揚げするところと一般的には考えられて
いますね。古代にいろいろな宮殿とか寺院をつくる
ときに、特に聖武天皇のときなんかそうなんですけ
れども、木津あたりで切り出してきた材木を運び出
すとか、あるいは逆に陸揚げするとか、そういうと
ころからついた名前であろうと考えられます。
　そういう意味では、近畿地方にとってだけではな
くて、日本の古代の「母なる川」というふうな言い
方をしてもいいと思うんですけれども、ただ、淀川
ほど人間臭い栄枯盛衰というのを映し出してきた川
はないと思うんです。歴史の中心にあっただけでは
なくて、さまざまな支流と分流がありまして、その
流れも変わるし、速さも変わります。それから流れ
が非常に複雑なんですね。まず、瀬田川は、琵琶湖
から流れ出て南へ下った途端に、ものすごく岩が切
り立っている場所があります。そこは「シカ跳び」
とか「シシ跳び」という、シカだけが跳んでいける
というような場所があります。岩場がありますの
で、そこで障壁があり、水が一気に流れていきませ
ん。そこで、琵琶湖と瀬田川の沿岸にいろいろな水

が洪水で浸み出してしまったりするので、瀬田川の
浚
しゅん

渫
せつ

というのは近江の国の人にとっては重大な問
題なんです。たびたび願い出るわけですが、一気に
それをやってしまいますと、下流のほうがまた変わ
ってきます。大阪のほうでは洪水が起こるかもしれ
ない。一気に水が流れてきてしまっても困るという
ことで、古代から水をめぐる争いというのが、淀川
の上流と下流ではずっと続いてきているわけで、近
代になるまで続いています。そういう意味で、これ
は一つの川によって共存してきたとはなかなか言い
難いほど利害が複雑で、そういう意味で人間臭い川
だということができると思うんです。
　有名な鴨長明の方丈記に、「行く川の流れは絶え
ずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶ
うたかたは……」というふうな言葉がありますが、
まさにそれが淀川の歴史だと思います。
　淀川は、チグリス川やユーフラテス川、あるいは
ナイル川や揚子江というふうな広大な流域面積を持
っているというわけではないんですけれども、沿流
にいろいろな盆地とか水域を持っておりますし、そ
れから琵琶湖という巨大な水源池を持っております
ので、やはりある意味では大河だといえますね。い
わゆる大陸を流れる大河ではありませんけれども、
流域全部を考えるとかなりの文化と風土を押さえて
いる川なのだと言うことができると思います。
　もっとも、一般に淀川と呼ばれるようになったの
は、江戸時代に入ってからだと言われておりまし
て、『古今集』あたりから淀川という言葉はちらり
と出てくるわけですけれども、『万葉集』では取

とり

替
かえ

川、ほかにも近江川とか山城川、つまりその流れて
いるところの名前で呼ぶというふうにいろいろな呼
び方をされておるわけです。あるいは大和川を「南
の川」と言うのに対して、「北の川」なんて言った
りされております。大体、江戸時代に歴史的な呼び
名みたいなのが統一されてくるわけですが、江戸時
代というのは、ご承知のとおり、平和が続きました
ので、一種の郷土史ブームというのが起こっている
わけですね。実際、中世末期は戦乱の時代ですか
ら、平野部の文献というのはかなり焼けております
よね。なくなっております。ですから、古代や中世
に関する歴史の資料が近世、江戸時代になってから
たくさん生まれておりますけれども、どこまでが正
確かというのは、何とも言えないと思うんですね。
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江戸時代になってから郷土史ブームが起こって、ど
うしても自分の感情を交えて編集している面もある
と思います。だから、古代のことに関してはよくわ
からないところも多いわけですけれども、発掘され
たものと文献とを照らし合わせて、少しお話しして
みたいと思っています。
　淀川は、水量が非常に豊かなんですね。というの
は、流域が広範囲にわたっておりますし、琵琶湖が
ありますから、水が枯れるということはほとんどな
いわけです。それから、流域面積の半分近くを琵琶
湖を占めておりますので、下流の洪水が軽減されま
す。また、盆地がいろいろとたくさんあり、その盆
地の出口が狭くなっていることでも、洪水を抑える
という構造となっているわけです。
　一方、盆地ごとに文化と気候が非常に違います。
例えば、北日本的な気候から南日本的な気候までの
両方を流れていますので、北部のほうでは冬に雪が
降りますし、南部には夏に台風があるということ
で、洪水が重なりにくい。そういう意味では、淀川
はうまくできている川だとは言えると思うんです。
　ただ、先ほど申し上げましたように、治水や利
水、あるいは洪水時の対応については、上流と下流
で利害が非常に対立してきました。明治以降は、琵
琶湖沿岸の浸水の被害とか下流の水害を軽減するた
めに、洗

あらい

堰
ぜき

というものを滋賀県につくっているわけ
です。あるいは瀬田川を浚渫したりして疎通能力を
高めたりもしております。洪水時に洗堰をちょっと
開けると下流が助かり、洪水が去った後は速やかに
琵琶湖の水位を下げるというふうにしたんですけれ
ども、水門を全部閉めてしまいますと湖の岸辺が浸
水してしまいますので、どうしても滋賀県の人は洗
堰を全部閉め切るということに反対するというよう
に、近代になってもまだ対立が続いてきているわけ
です。
　江戸時代にも、瀬田川の浚渫を近江の人は何度も
願い出ているんですが、なかなか幕府が許可しな
い。これは、いろいろな理由をつけているんですけ
れども、何か一朝事あれば幕府軍が上方へ攻め入る
ことができるように、浅瀬にしておきたかったんで
はないかという説もあります。単に利水だけの問題
ではないんじゃないかと。淀川は、そういうふうな
いろいろな歴史を背負っている川だということであ
ります。

　明治になりまして、フランスの近代治水技術を学
んだ沖野忠雄という人があらわれまして、この人が
瀬田川の浚渫にようやく踏み切ったわけです。それ
でもなかなか淀川の水量というのは一定せずに、私
が思うには、大体、昭和40年ぐらいじゃないでしょ
うか、淀川流域の洪水がかなり減ったのは。昭和40

年ぐらいまでは、例えば北河内から中河内にかけて
はもう浸水が絶えなかったですよね。もともと古代
には海や沼地でしたから、何かありますと、寝屋川
とかあのあたりはよく浸水しておりました。それを
思えば、この40年ぐらいで水はけが随分よくなった
なというふうに思います。
　私の名前が「河の内」と書くわけですけれども、
今の大阪平野は、摂津・河内・和泉と３つの国に分
かれておりまして、そこをまた、摂津国が大阪と兵
庫に分かれておりますけれども、どれも水に関係あ
る国名がついているわけです。古代の初期のころは
「凡
おおし

河
こう

内
ちの

国
くに

」と、３つをまとめて凡河内と呼んでお
ります。
　それから、「河内」、ベトナムのハノイがこの字を
書きます。同じ字を書きますので、だから地形的に
は似ている、つまり山脈部から一気に平野に流れ下
るところで、いろいろ蛇のように蛇行するという
か、そういう地域だと考えられます。だから、ベト
ナムからの留学生というのは、この河の内という地
名には非常に親近感を持ってくれているわけです。
　淀川の一番主流となってきたのは、瀬田川から流
れてくる淀川です。これがいわゆる京阪と大阪をつ
なぐ、後に上方と呼ばれる文化圏をつくっていくわ
けです。ここまでくるのは歴史のある種の必然とい
うか、人工的にそうなってきたんですけれども必然
だったんじゃないのかなと思うのは、淀川の付け替
えというのは、古代から何度も行われております。
例えば、長岡遷都、平安遷都をされた桓武天皇のと
きですから、８世紀の終わりになります。桓武天皇
という方は、それまでの奈良朝とは全然違う王朝を
つくろうとされたと思うんですね。７世紀の終わり
に壬申の乱というのがありまして、天智天皇系と天
武天皇系で戦います。これは天皇家の骨肉相はむ戦
いですけれども、ここで基本的に天武天皇系が勝ち
まして、その後、持統天皇が藤原京をつくり、その
子孫が平城京をつくるというふうにして100年ほど
続くわけです。最終的に、道鏡事件の後にこの流れ
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が途絶えてしまいまして、天智天皇系であった桓武
天皇が即位されます。それで、この天皇としてみれ
ば、仏教が強過ぎる奈良の平城京というのはあんま
り好きではなかったでしょうし、それから、古代に
平城京の次に大きな町は難波だったと思いますが、
この２つは旧勢力の牙城なので、それをつぶしてし
まいたいと思ったからかどうかはわかりませんけれ
ども、桓武天皇が淀川の付け替えをします。
　一つは成功します。これは何かといいますと、こ
の地図を見ていただきたいんですが、京都から大阪
のほうへ流れてきております川が大阪湾に出る前
に、今の大阪市東淀川区、それから尼崎のほうへ流
れます三国川となります。これは桓武天皇のときに
開削されているわけで、つまり淀川から難波を通ら
ずに瀬戸内海へ出る水路です。つまり、今の兵庫県
川西市のほうから猪名川が流れてきておりますの
で、それと淀川とを横に結んで、現在の地名で言い
ますと、淀川から江口のあたりで、江口というのは
新大阪駅の近くにありますが、そこからちょっと北
へ蛇行しますけれども、西へ入って、そのまま尼崎
のほうへ出る。これが三国川、神崎川。これによっ
て、難波というのが水運の拠点ではなくなってしま
うわけです。
　それでも大和川は難波に流れてきておりますか
ら、大和川の水運も切ってしまえと考えたと思うん
ですが、これを泉州の方へ流そうといたします。こ
れは失敗いたします。というのは、今の大阪市より
北側は、もともと大阪湾がさらに湾曲した沼地みた
いなところですから、運河を掘ることが楽だったと
思うんですね。千里丘陵と上町台地の間を掘るとい
うことはそんなに難しくなかったと。しかし、上町
台地そのものを掘るというのは、非常に岩盤が固い
ので、古代の技術では無理なのであきらめたんです
が、地名だけは残っていまして、近鉄沿線に「河

こ ぼ れ

堀
口
ぐち

」という、河掘る口というのがあり、これは何と
か上町台地を切ろうとした跡だそうです。これは成
功しないんですよね。
　結局、江戸時代になりまして、元禄期（1688年～
1703年）になってやっと付け替えに成功して、現
在、柏原の方から堺へ流れておりますけれども、こ
れは随分時間がかかったわけです。
　だから、桓武天皇としては、なるべく難波に水運
が集まらないように工事されたと推定されます。そ

れはなぜかよくわかりませんけれども。そういうわ
けで、三国川というのが生まれまして、ちょうど平
安時代から中世の初期にかけては、こっちが非常に
栄えて、例えば、平家が福原へ遷都をするというと
きには、この三国川のほうから都が流れていくとい
うふうなことになるわけです。しかし、海に面して
水路が集まってきている難波が港として向いていな
いはずはないので、結局は難波をつぶすことは完全
にはできなくて、大都市としての難波という水都は
一度は衰退いたしますけれども、渡辺のあたり、今
の天満のあたりが港として復活してきます。例え
ば、義経が船出するとか、頼朝が上陸するとか、今
年（2008年）から、天満橋西側の八軒家浜に水上バ
スが乗りつけられるようになりまして、昔は伏見か
らそこまで来ていたというコースが復活した、あの
あたり一帯が港として中世からもう一回栄えてくる
わけです。ですから、古代から中世にかけて、大阪
というのは港町としての地の利があったということ
になると思います。
　これは古代の地図で、この後もどんどん地形が変
遷してきているわけですね。中世になりますと、草
香江という、東大阪あたりの湖はほとんど消えてい
き、低湿地帯になります。どんどん水が埋まってく
るわけですけれども、それでも「水の都」というふ
うに大阪が言われるようになるのは、大阪市内、こ
の上町台地、配布した地図に難波京と書いてあると
ころが上町台地の北端、今の大阪城のあたりです
が、この西側が秀吉の時代以降どんどん開発が進ん
で、西へ延びていきます。まず船場ができて、どん
どん西へ延びていく。その中を水路が縦横にめぐら
されているので、江戸時代の大坂はいわゆる堀割の
町という「水の都」になっていくわけです。現在、
大分埋め立てられてしまいまして、その面影は大川
とそれからもうちょっと湾岸部に近いあたり、あと
東横堀川というのが残っておりますけれども、上に
高速道路が通っておりますので、雰囲気はあんまり
ないんですが……。それでも毎年６月の終わりにな
りますと「船乗り込み」をやっております。これは
７月の大阪松竹座での歌舞伎興行の前に、出演する
俳優が全員船に乗りまして、大川から、例年は中之
島からですけれども、東横堀川を回って、道頓堀ま
で行きまして、そこで上陸して松竹座に入るという
行事です。これは江戸時代から行われているもの
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を、今も年に１度だけやっているんです。昭和にな
ってから途絶えていたんですが、昭和54年（1981

年）に復活しましたときには、当時水が臭かったも
のですから商工会議所が東横堀川に香水をまきまし
た。今は本当に水もきれいになりました。
　それから、大川に関しましては天神祭ですね。こ
れは戦前と今とではコースが違います。今は上流へ
さかのぼっていますけれども、船渡御は行われてい
る。江戸時代の文化を何とか伝えているということ
になるわけです。
　船渡御もそうですけれども、今言いましたよう
に、歌舞伎の俳優が船に乗って川をさかのぼってく
る風景、こういうのは民俗学者によると、大変興味
深いものだそうです。例えば、淡路島などへ行きま
すと、海の向こうから神様がやってくるという、客

まれ

人
びと

信仰ですね。海の向こうから幸せを運んでくる神
様がいる。内陸部では川をさかのぼってくるという
ふうなイメージですね。短い時間滞在していたら神
様とか客人と呼ばれるんですが、長い時間滞在する
と居候といって嫌がられるわけです。当時、芸能人
というのは非日常的なイメージですから、そういう
スターがやってくるというものが町のおもしろさ、
風物詩になっていたということがわかるわけです
ね。
　そういうことを指摘しているのは、大阪出身の民
俗学者で折口信夫という、これは釈迢空という名前
で、有名な歌人ですけれども、折口信夫の「折口」
というのは、道頓堀川とか木津川のあたりで川にお
りていく口に住んでいたという、そこから折口とい
う名前がついたという説があります。彼自身が芸能
に詳しい人でしたので、芸能人に客人を見るという
ことを思いつかれたんだと思います。大阪の芸能史
というものに対して川が非常に重要な役割を持って
いることをあらわしているわけですね。
　古代の話にさかのぼりますけれども、もう亡くな
りました井上靖という有名な小説家がおりました。
毎日新聞大阪文化部の記者を長くつとめた、この方
の小説には川が出てくるものが多くて、最後は孔子
の伝記を書きました。孔子というのは、川を見て
「行くものはかくのごとしか」と有名なせりふを論
語の中に吐いているのですけれども、つまり川とい
うものが歴史とか時間とか人生とか、時の歩みを象
徴するものとしてとらえているわけです。この人の

小説に『額
ぬか

田
たの

女
おお

王
きみ

』がありまして、これは有名な万
葉の歌人ですけれども、この『額田女王』という小
説は、難波宮の造営に始まります。最後が大津京、
大津宮の滅亡、近江朝の滅亡です。そして、壬申の
乱の後、額田女王は晩年を迎えるという構成になっ
ておりまして、淀川の水域が７世紀の後半から、大
和川の水域よりも日本の中心に近づいていくという
プロセスがわかります。
　古代、淀川と大和川の水域のどちらが日本の王朝
の主流になるかというのは拮抗していました。例え
ば、継体天皇という天皇が日本海側から来て、非常
に時間をかけて即位して大和へ入る。この天皇の頃
から、淀川水脈というのは文献にたくさん出てまい
りますね。ところがその後、飛鳥に都が戻りますの
で、聖徳太子の頃は大和川のほうが中心になるんで
す。その後、いわゆる大化改新で藤原鎌足が出てく
る頃から、また淀川のほうが王朝の中心になってき
ます。藤原鎌足の墓が高槻市と茨木市の境にあるそ
うですけれども、それはなぜかよくわかりません。
藤原氏そのものは大和から出ているんですけれど
も、淀川の水脈が中心になってくる。これは、やは
り水運というものを考えると、大和川の水量では限
られておりますしね。
　時代を下れば、平清盛と豊臣秀吉の２人が同じこ
とを考えています。それは何かと言うと、琵琶湖と
日本海側の間に運河を掘るということ。これは実現
しませんでした。清盛が本気でやろうとして、何か
いろいろとよくないことが起こったらしく、それで
息子の重盛がやめさせますけれども、ここは距離が
短いんですね。現在は、あの辺りまでいわゆる昔で
いう国電が行くようになったので、電車で若狭まで
行くとわかりますが、非常に近い。ちょっと切り立
った山を越えたらすぐ敦賀のほうへ出てしまいま
す。だから、そこを掘ろうと考える人間が出たのは
無理ないと思うんです。そうすると、日本列島の一
番の大動脈、日本海側から瀬戸内海まで一気に物を
運ぶことができますよね。実際に、近世以降、信
長、秀吉以降、現実に日本のハイウエーというか、
高速道路に近いものに、琵琶湖・淀川水系がなって
きたことは確かだと思うんです。だから、長い歴史
の要請で、やっぱり淀川水系へ中心がいくようにな
っていったんじゃないかなと思います。
　ただ、そこへいくまでには大変な苦労があったわ
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けで、例えば、大阪の場合は水を非常に活用した町
ですので、例えば、最初に架けられた橋の記録とい
うのは、今の大阪の猪飼野の辺り、大阪市の東部に
残っております。古代から大阪は洪水の被害が大変
多かったので、そのあたりに人柱を立てるとか、そ
ういう怖い伝説が残っております。それから、「食
い倒れ」という言葉も、「食い」だけじゃなくて、
橋の「杭」ですね、材木の杭、これはすぐ倒れてし
まうということで、その「杭倒れ」だという。一方
で、京都の「着倒れ」も、着物の「着」だけじゃな
くて、お寺が燃えるたびに材木を調達しなければい
けないので、「木」だという説もあったりとか、そ
れはよくわかりませんけれども、大阪の食い倒れと
いうのがそういう意味合いでも使われています。橋
の建設費でいかに大阪人が苦労してきたかがわかり
ます。
　もう一つ大阪のシンボルになっておりますのは、
澪
みお

標
つくし

というシンボルマークです。和歌における大阪
の枕詞となっているわけで、これは通行する船に水
深を知らせるための航路の標識ですね。現在、大阪
市も市章として使っているわけですが、これが大阪
の一つのシンボル的なイメージになります。淀川の
河口に伝

でん

法
ぽう

というところがあります。ここに澪標住
吉神社というのがありまして、遣唐使の航路安全祈
願としての祭壇をつくっています。
　伝法という地名は近々注目されると思います。来
年３月に、長い間懸案でありました近鉄電車と阪神
電車がようやくつながる。これは私、感無量なんで
す。もう幼稚園のときから聞かされていまして、一
体いつできるのかなと思っていたら、もう50年かか
っているんですよ。やっとつながることになったわ
けですが、そうしますと、阪神電車の西大阪線とい
う尼崎と西九条の間を結んでいる線路を通るわけ
で、そこに伝法という駅があります。この伝法とい
うのは、江戸時代は大きな町だったわけです。大き
なお寺があり、その寺は、今もありますけれども、
もっと寺域が広くて、芝居小屋が立つようなお寺が
あったわけですね。伝法というのは、「伝える法」
と書くわけですけれども、これは仏法が伝わったと
ころだという意味だそうです。古代に、仏法、仏教
ですね、それが伝わったという海岸地域です。
　大阪湾岸に最初いろいろなものが入ってまいりま
す。現在、なぜ伝法という町が小さくなってしまっ

ているかというと、冒頭に申しました、明治時代に
新淀川を付け替えて、付け替えというか、開削です
ね。新淀川をつくったために、その伝法の町のかな
りの河口部分が水没してしまったんです。だから、
明治初期の淀川と今の淀川というのは全く違うとい
うことになるわけです。
　明治時代に、そういう大規模な付け替えを、新淀
川の開削を行ったということは、結局、明治になっ
ても洪水がやまなかったからです。明治時代に３度
も大きな洪水があります。洪水は、江戸時代末期に
もありました。例えば、『南総里見八犬伝』を書き
ました滝沢馬琴がたまたま大阪へ来たときに大洪水
がありまして、そのときの彼の描写を読むと、もう
ほとんど古代の河内湖が再現してしまっているとい
うか、大和川まで水になってしまっている、淀川か
ら大和川まで。そうすると、東大阪から八尾まで全
部水で埋まってしまっているということになりま
す。一度洪水が起こるとそういうふうになってしま
います。堺まで大和川を流していてもまだそうなっ
たわけですから、やっぱり大和川を南に切っただけ
ではだめであるということで、結局、大阪市内に流
れ込んでいる大川を、よりもっと大きな新淀川を今
の十三のほうに開削したというのが20世紀になって
からの歴史なのです。そこから100年ぐらいがやっ
と経ったというところで、大変苦難の歴史を歩んで
きた川だということになります。
　今年は『源氏物語』が書き終えられて1000年とい
うことで、あちこちで『源氏物語』に関するイベン
トが行われております。紫式部が「須磨の巻」と
「明石の巻」を書いたのが石山寺ということになっ
ております。この石山寺も、古代に都城をつくると
きに田上山のふもとの石や木材を切り出してくる管
轄の役所みたいだったところが、後に寺になってい
ったわけです。そこで紫式部が『源氏物語』を書い
たといわれています。そこから「宇治十帖」の舞台
となった宇治川を通りまして、下流が淀川というこ
とになります。『源氏物語』は、もちろん京都が中
心ですので、大阪はそれほど出てまいりませんけれ
ども、その中で名所として出てくるのは「難波の堀
江」です。光源氏が難波の堀江と住吉へ参ります。
ですから、平安時代にその２つは大阪の名所であっ
たとわかるわけですが、難波の堀江というのは、古
代の仁徳天皇が、今の大川の前身を、河内湖から直
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接西へ、大阪湾に水を引く水路をつくったのが始ま
りですね。今の大阪市内の上町台地と生駒山の間に
水がいつも溜まっているので、ここがいつも洪水に
なります。これをいかに西の海に流すかという、古
代はそればかりですね。まず、仁徳天皇が難波の堀
江の工事をやりまして、それから、これは洪水軽減
のためでもあったでしょうけれども、桓武天皇のと
きの三国川の開削、そういうことを何度も繰り返し
ていて、現在、やっと洪水がなくなってきたという
状況だと思うんです。
　話は『源氏物語』に戻ります。「須磨の巻」・「明
石の巻」が、大江といいました大阪から西へ行くと
いう距離的にほどよい距離だったんですけれども、
そういうふうに考えますと、『源氏物語』に書かれ
たそのコースというのは、大体、淀川沿いのコース
で書かれていることがわかるわけです。この淀川を
舞台に、『源氏物語』が書かれた平安中期よりちょ
っと前、天神祭の原型となります鉾流しの神事が10

世紀に始まっております。木製の鉾を流して、着い
た川岸に御旅所をつくって神様におこしいただくと
いうわけですけれども、これが現在1000年以上続く
天神祭です。これは何度もコースが変わって、特に
戦後、橋げたが低くなり、その下を通れなくなり、
船渡御のコースが変わってしまいました。私は淀屋
橋と大江橋をちょっと高く上げたらどうかなと思っ
たんですが、今日の新聞を見たら、国の重要文化財
に指定されるそうで、そうなるとあんまり橋を架け
替えることもできなくなってしまったなということ
ですが、何とかあれを潜るようにして下流に行けな
いものかなとも思ったりもするわけです。いずれに
せよ、この祭りが今も大阪に残っているということ
は大変意義深いことだと思います。
　今日は、未来もテーマにということですけれど
も、案外、淀川水系の下流というのは、今でも船で
渡るところがいくつかありまして、あるいは川の下
を潜るトンネルなんかもありまして、意外にまだ水
都らしい風情も残っています。やはりこれを残して
いってほしいなと思います。
　それから、さきほど言いました伝法、明治の新淀
川開削で埋もれてしまった伝法辺りでは、かつて非
常に大きな、もう一つの天神祭りと言われたぐらい
のお祭りがありました。お坊さんたちによる船渡御
ですね、正蓮寺川のところで行われて、今も行われ

ているんですけれども、そういう川の祭りもあると
いうことがまだあまり報道されていないので、ほと
んど天神祭の記事一色になってしまうわけですけれ
ども、いろいろなものがあるということを押さえて
おきたいと思っています。
　幸いこの40年ぐらいは水害と呼ばれるものは非常
に少なくなりました。ただ残念ながら、かつては上
町台地からすぐ海が見えて、眺めがよかったんでし
ょうけれども、今は見渡す限り町になってしまって
います。そういう意味では、わずかに残った水路と
いうのは、今できるだけ残していくべきだし、中之
島の南側、土佐堀川に新築するビルなどは１階をガ
ラス張りにして、往来からガラス越しに中之島が見
えるように行政が指導していますので、随分風景も
よくなってきたと思うんですね。ただ、今度、朝日
新聞やフェスティバルホールのビルが高層ビルにな
ってしまいますので、200メートル、300メートルの
ビルが林立することになります。そうなると、水が
どういうふうに見えるのか計算されているのかなと
いうふうに、私はちょっと不安には感じているんで
す。
　川岸を遊べるようにしたいという、つまり親水空
間を広げたいということで、少しずつ広げて埋め立
てるというか、桟橋みたいに広げていっていますの
で、水域が非常に狭くなってきている。このことは
道頓堀なんかもちょっと心配しているところなんで
す。しかし、水質そのものは大変よくなってきてい
ると思います。
　この間、枚方にあります水道局の建物に行きまし
て、現在、大阪府民が飲んでいる水というのを改め
て飲んでまいりましたけれども、非常においしいで
すね。これは長い間努力されてきた結果です。大阪
の水がうまくないと思っていたら完全な誤解でし
て、今非常にいい水が飲めるようになっておりま
す。淀川そのものの環境がかなりよくなってきてい
ると思うんですが、ただ、大阪湾の埋め立てで、赤
潮、青潮の問題というのが発生していて、これは大
阪だけで対応できる問題でもないのではないかと思
います。だから、先年、水フォーラムというのを滋
賀・京都・大阪の３府県で開催しまして、宣言も出
したわけです。他府県と共同してやっていかないと
いけない、運命共同体で見ないとだめなんじゃない
かということです。最近、天神祭の氏子である天神
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橋筋商店街の人たちが、琵琶湖からとれるアシで名
刺をつくったりとか、そういうことをして意識を高
めようとしているようであります。
　去年、私は『淀川ものがたり』という本を廣済堂
出版から出しました。淀川を描いた文学などは勉強
していたんですが、何しろ理科系の知識がなかった
ものですから、国交省や河川環境管理財団にお願い
していろいろとデータを提供してもらわなければな
らないと思いまして、まず伏見から枚方まで生まれ
て初めて手こぎボートで下りました。
　それで一つ感心したのは、川の岸辺から見ると町
の変遷がよく見えますけれども、水面から見たらほ
とんど変わっていないですね。堤防のすぐ向こうの
近景は見えず、堤防と山が見えるだけなので、その
風景は江戸時代から変わっていないんじゃないかな
という気がいたしました。だから、落語に出てくる
三十石から見るとか、そういう風景も巨視的な風景
としてはそんなに変わっていないんじゃないかな。
李氏朝鮮から親善使節が参りましたね。彼らが見た
風景とそんなに変わっていないんじゃないかなと思
ったりしました。
　高槻辺りに行きますと、段倉というのがありまし
て、１階の下にかなり石を積み上げてあるわけです
ね。その上に家が建っているので、やっぱり何か事
があれば洪水が起こるんだなというふうに感じま
す。昔の洪水の記憶というのは生々しいんじゃない

かなと思った次第です。
　それから、古代や中世にありました神社やお寺で
も、場所が川岸から移動している例がたくさんあり
ますね。やっぱり水没して建てかえた歴史というの
はいっぱいあるわけで、洪水に苦しんできた歴史だ
ろうと認識いたしました。
　もう一度この地図を見ていただいて、いかに地形
が変遷してきたかということをしのびながら、淀川
の水との戦いの歴史は日本の都市建設の歴史でもあ
った、これはマイナス面もありまして、７世紀や８

世紀に大規模な宮殿をつくり過ぎて、そのときに山
の木を切り過ぎて土砂が埋まったために、後に淀川
の水はけが大変悪くなりました。それでかどうか平
安時代はあまりたくさんの工事をしていないんです
けれども、そういう繰り返し、反省と努力の歴史で
もあるということになろうかと思います。後ほどま
たフォーラムで言葉が足りなかったところを補って
いきたいと思います。ご清聴ありがとうございまし
た。（拍手）

河内　厚郎氏（かわうち　あつろう）
文化プロデューサー／夙川学院短期大学教授。演劇評論か
ら執筆業に入る。1987年から『関西文學』編集長を二期務
める。1991年に大阪市内に個人事務所を設立。著書に『わ
たしの風姿花伝』、『淀川ものがたり』、『大阪探偵団』（共著）
などがある。
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　皆さん、こんにちは。
　山形から参りました。意外と飛行機では近いもの
で、あっという間に、１時間ちょっとで、昨日大阪
に着きまして、今日の午前中に時間がありましたの
で、大阪城に行ってまいりました。恥ずかしなが
ら、大阪城を今まで拝見したことがなくて、一緒に
来た仲間と登ってまいりました。明日また大阪の名
所旧跡を楽しみたいと思っておりますが、きょうは
皆様とお会いできるのを大変楽しみにして参りまし
た。最上川のことをお話しさせていただきますが、
今お話しされました淀川については全くわかりませ
んでしたので、今お話を伺い、そしてこの後のフ
ォーラムですか、これでまた勉強させていただきた
いというふうに思って参りました。
　今日、基調講演の40分で私がお話をさせていただ
くのは、最上川でもいろいろ発展の時期がある中
で、近世の舟運とそれによる文化の受容や創出とい
うようなことについてです。私は主に民俗学が専門
なもので、経済史というか歴史学などという立場よ
りも、文化史的な視点からこれまで調査研究してき
たものですから、それついてまずお話をさせていた
だきたいと思います。
　お手元に準備させていただいた資料のナンバー１

に「最上川と地勢」という、私のつくったつたない

地図といいましょうか、模式図といいましょうか、
それがございます。最上川がどういうふうに山形を
流れているのかということを、とりあえずご念頭に
置いていただいて、お話をお聞きいただければあり
がたいと思います。
　最上川は、山形県と福島県との境にそびえる吾妻
連峰が源流であります。吾妻連峰の北には米沢があ
りますが、最上川は米沢を通過してずうっと北にあ
るいは西に延びています。途中、五百川とあります
ね。これは「イモガワ」と読みます。五百川、大変
難しい読み方でございますが、五百川峡谷というそ
の名のとおり大変浅瀬で、岩盤が露出しておりま
す。そして、左右に山が迫ったりしていまして、舟
運、船が行き来するのに大変難儀をした部分であり

【基調講演】

「最上川と文化遺産」

菊地　和博　（東北芸術工科大学准教授）

菊地　和博氏

図１　最上川と地勢
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ます。それを下ってほどなくして三難所というのが
出てきますが、ここには隼・三ヶ瀬・碁点とありま
す。この３カ所がまた大変な船の通りにくい部分で
ありまして、これを「三難所」というふうに今でも
呼んでおります。それから、大石田というところを
通過しますが、この大石田というところは幕府の船
役所が置かれたところであります。それから、下っ
ていって清水と書いて、「シミズ」と読みます。こ
の辺りは最上地方と呼んでおりますけれども、秋田
県にだんだん近くなる場所です。ここを通って、近
くに新庄というような最上地方の代表的な都市があ
ります。そして、また最上峡という部分がありま
す。大体２キロぐらいなんですけれども、ここはも
う本当に山間を川が縫うというような部分です。そ
してようやく広々とした庄内平野に出て、ゆったり
と流れるというような、おおよそそんな概況でござ
います。庄内平野には酒田があります。ここは港町
として大いににぎわったところであります。そこで
日本海に初めて流れ出ていくということで、最上川
の全長は229キロメートルにもなります。全国で長
さとしては第７位と言われております。それから、
流域面積は山形県の面積の76％と、ほとんどがこの
支流、本流と何らかにかかわる市町村であるという
ことで、最上川の恩恵やら、あるいは先ほども水害
のお話が出ましたが、もう一面の恐ろしい側面に直
面しているということで、よかれ悪しかれ、最上川
の影響を受けているということです。１県１河川と
いうことができ、山形県内で生まれて、そして日本
海に注いでいるちょっと珍しい川でありまして、し
たがって山形県民にとってはいろいろな意味でより
どころ、「母なる川」という川であります。
　さらに、ここから、今日は大阪や京都、奈良と山

形が最上川を媒介にして、非常に深いかかわりを持
っていたお話を、限られた時間の中でさせていただ
くわけです。そのことについては、まずもって、何
といっても山形の最上川が日本海の海の交通とつな
がりを持っていたことを考えなければいけません。
酒田で終わっていれば、それはそれで県内だけを上
り下りする舟運にすぎないわけですが、寛文11年
（1671）・12年の２年間というのは日本の海運あるい
は流通経済にとってとても画期をなす年だと思いま
す。私の資料の一番最初のところ、１行目の書き出
しにそのことに触れております。1671年ですから、
江戸時代の始まりですね、先に寛文11年に太平洋側
の東回り航路が開発されて、次の年の12年に西回り
航路が開発されております。この海の交通の開発の
最大の目的というのは、まず第一に挙げられるの
が、幕府の支配地からとれる米を安全に江戸に送る
ことだったと思います。当時、いわゆる天領という
直轄地が大体400万石ぐらい全国にあったと言われ
ておりますが、各地にたくさん分散してございまし
た。今話題の中心とする山形ですが、秋田県と２つ
つながっておりまして、出羽国と呼ばれておりまし
た。山形は出羽南部ということになりますが、この
南部のほうに天領がありました。山形市というの
は、山形県の真ん中辺りなんですね。ここを村山地
方というんですが、この村山地方というのは天領が
随分たくさんあったところで、合わせておよそ12万
石ぐらいは少なくともあったといわれております。
変遷があって、正確にはなかなかよくわからないと
いうふうに言われていますけれども、そのぐらいの
幕府の直轄地があって、そこからとれる米、これが
江戸の人々の食糧として非常に重要な資源であった
ということです。江戸は当時すでに100万人と言わ
れるぐらいの人口を抱えていたわけです。
　人びとの食べる最も大切な米をいかにして安定供
給していくかということが幕府の課題でもあったわ
けで、そのことで太平洋側は東回り航路、日本海側
は西回り航路が開発された最大の理由ですね。もち
ろん、それをきっかけにして、先ほども言いました
ように、全国的な物流、経済交流を促進させるとい
うねらいもあったと思いますが、そのようにしてま
ず天領の米を、最上川流域にある米を安全に事故の
ないよう運ぶ、その役目を負わされて、河村瑞賢を
はじめたくさんの当時舟運、海運に従事した方がた

図２　東回り航路概念図（一部省略）
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が苦労を重ねて実績を積み重ねてきたということに
なろうかと思います。
　ところで、先ほどお話ししたあの229キロの最上
川全部に舟運が通ったわけではなくて、上流になる
と浅瀬が続き、米沢の北にある糠野目というところ
─大変難しい字を書くんですが─で舟運はストッ
プ。そこからは陸上で米沢に運ぶ、陸路で運ぶとい
うことになります。したがって、糠野目から下流の
間のいわゆる最上川舟運と日本海海運が一体化する
ことで、山形とこの上方が結ばれることになるとい
うことであります。
　最初に、最上川の非常に特異な局面を北上川と比
較して申し上げておきます。資料に簡単にまとめて
おきました。北上川は、ご存じのとおり、宮城県の
石巻が日本海でいえば酒田みたいな役割を果たした
重要な港町なんですが、ここからずっと上流に行き
ますと、岩手県までつながります。岩手県と宮城県
の２つの県を貫いているのが北上川であります。藩
政期は南部藩と伊達藩、両方の藩の領域を通過した
川でありますが、北上川というのは双方の藩の統制
が非常にきいておりまして、簡単に言いますと、勝
手に商人が自分の積みたい商品を積めなかったわけ
です。江戸に向かう船の積荷は米が主なんですね。
先ほど言いましたように、江戸の100万の人びとの
お腹を満たさなければいけないという一つの大きな
役割を担っておりまして、米がまず運ばれたわけで
す。帰りの船に、これが先ほど言いましたように、
勝手に商人たちが米を売った金で物を買って運ぶと
いうことができなくて、六仲間というふうにそこに
書いておりますが、この六つの業者の規制が働いて
おりました。そこで北上川はなんといっても先ほど
言いました蔵米輸送が主というわけですね。藩の領
域で、支配領域から上がる米、蔵米、これを江戸の
米蔵に納めるのが主だということになります。当時
の地方政府である藩は、江戸あるいはこれからお話
しする大坂の米蔵にまず納めて、そこでお金に換え
て、参勤交代の費用や武器を買うお金、お城を修復
するお金などのいろいろなものに使う。そういうふ
うにして、まず食べる分の米は残して、ほとんど船
で運んで蔵米としたということなんですが、帰りは
空っぽで来るとしたら何を積むか。北上川の場合
は、仙台藩の六仲間という６種類の商人たち、６種
目と言ったらいいか、６商品を扱う商人のグループ

があるんですが、その方がたが、江戸からこれを船
に積みなさいという指定をするんですよね。ですか
ら、勝手にこれを積みたい、これを買ってきて持っ
ていきたいということは許されなかった時期が大変
長く続きました。ただ、この制度が崩れるのが江戸
時代の後期、1700年代の後半ですかね、天明あたり
から崩れてくるんですが、ようやく少し自由になっ
てきます。そういう規制あるいは統制がしかれたの
が北上川の舟運であります。なかなか文書も残って
いなくて、北上川舟運の、特に商人側あるいは民間
側の記録がないので、実態がわからないんですね。
　それに対して最上川はどうかというと、これとは
反対のことを考えていただければいいんです。そこ
に民間人の自主運営、多様な商品荷物の運搬、特産
品と大商人の活躍、流域社会の形成、そして上方文
化との出会いと、こういうふうに行き着くわけなん
です。ここで山形藩というものを少し説明しておき
ます。皆さんご存じだと思いますが、来年、NHK
の大河ドラマで上杉藩の重臣でありました直江兼続
という人物が主人公になるんですね。米沢に住んで
いましたので、米沢も今それを盛んにPRしている
んですが、その直江兼続と敵対したのが山形藩の殿
様で、12代目の山形城主であった最上義

よし

光
あき

です。彼
は関ヶ原の戦いで徳川に味方して57万石の大大名に
のし上がる人物です。仙台の伊達を監視する役目も
負っていました。一方、徳川家康によって関ヶ原の
戦いで味方につかなかったということで佐竹義信と
いう水戸の殿様が秋田に左遷されますが、それもに
らむ役割を与えられるのが、山形藩主の最上義光な
んですね。
　この最上義光の孫の時代にお家騒動を起こしまし
て、最上家はお家取りつぶしになります。元和８年
（1622）、江戸時代が始まって間もなくのことです。
　そこで、山形城があった村山地方から非常に大き
な藩権力がなくなっていくんです。山形藩は、最上
家が取りつぶされた後、鳥居という殿様が着任した
ときは、もう24万石ぐらいに減らされてしまいま
す。最上家が支配していたときは57万石で、秋田県
の由利郡あたりまで支配したんですけれども、それ
がもう一気に少なくなりまして、天領に一度なった
ことも含めると、13回も山形藩主が変わるんです
ね。変わるたびに領域が少なくなっていくんです。
そして、もうモザイクみたいに小さな藩が成立す
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る。先ほど言いましたように天領と藩が入り組み－
入り組み支配というわけですが－、非常に複雑な支
配になっていたわけです。
　ただ、政治的には、伊達藩とか南部藩のような、
非常に安定した強大な権力がなかったために、最上
川舟運においては、とても民間活力が発揮されまし
た。つまり、民間の商人が特産品を運び、そして上
方からあるいは北陸から大量の地元にはない文物を
運ぶことができたんですね。最上川の舟運の活性化
という意味では幸いなことだったのかなというふう
に思います。
　もちろん、米もたくさん運んでいます。御城米と
いう天領から出る米が一番最初の春先に出発して、
その次に商人荷物と、順序は固く決められておりま
した。御城米が１番目、蔵米が２番目、その後、商
人荷物というふうにどんどん下され、酒田から北前
船という廻船に積みかえられて、北陸を下って大坂
に到着するというのが米を中心とする特産品の主な
ルートであったわけです。
　資料に最上川の舟運で、行き交ったものとして播
磨塩や大坂・堺・伊勢の木綿などと書いておきまし
たが、そういうのはご存じだと思いますので、見て
いただきたいと思います。山形からの特産品はご存
じの通り紅花ですね。そしてもうひとつ、これは余
りご存じないかもしれませんが、青

あ お そ

苧があります。
よく間違って「アオイモ」などと読んでしまう方が
いるんですが、よく見ると「苧」という字です。苧
麻ともいいまして、あるいは「カラムシ」とも言い
ます。「青苧・苧麻・カラムシ」という３種類の言
い方をする植物が、紅花と並ぶ山形の特産品です。
元禄時代（1688～1704）頃までは紅花よりも青苧の
ほうが出荷量が多かったんです。青苧というのは、
植物の茎を繊維として織物の原料になります。後で
もまた少し触れますが、全国の上布という夏の薄手
の浴衣みたいな涼しい衣料の原料、これが苧麻ある
いは青苧なのです。山形が東日本ではトップクラス
の原料提供国でありました。これは、こちらで言え
ば奈良晒の原料にもなりまして、そういう意味でも
とても畿内と関係が深いということになります。
　以下、それらを売った代金でいろいろ買い集めた
上方に関連する仏像や鋳物があります。特に山形に
は梵鐘がとても多いんです。京都産のもの、京都三
条釜座でつくられた梵鐘などが多いです。それから

石造文化財ですが、ここでちょっと大坂との関係に
触れたいと思います。まず、資料の②、山形市十日
町、豪商佐藤利右衛門家の石灯籠とありますね。こ
の佐藤家一族が大阪の住吉神社に巨大な石灯籠２基
を奉納しております。文久２年（1862）です。これ
が資料に写真で出ておりますのでご確認ください。
文久２年に紅花や繰綿・太物を扱っていた佐藤利兵
衛家が一族を集めて組織した商売上の協同体である
永寿講が住吉神社に奉納した高さ７メートルの石灯
籠です。山形・京都・大坂などの商人46名がこの灯
籠造立に参加しており、組織の強大さがうかがわれ
ます。

　それから、資料④山形市蔵王山頂の狛犬です。台
座に、「安政四年　大坂石工西川弥兵衛」というよ
うな文字が刻み込まれています。
　それから、資料⑤鳥海・月山両所宮の狛犬の台座
には、「大坂西横堀細工人和泉屋四郎兵衛」という
文字が刻まれています。こんなことがはっきりして
おります。

写真1　 大阪天満宮にある石灯籠。山形の豪商であ
った「佐藤利兵衛・佐藤利右衛門・佐藤
(柳)兵衛」の名が刻まれている。 
（元治元年・1864年）
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　あと資料⑥中山町岡という地区の柏倉九左衛門と
いうのは大変有名な豪商ですね。やはり舟運とも関
係のある家で、後に金融業なども営む名家なんで
す。そこの庭に小豆島の御影石でつくった石灯籠が
ある。これが、大坂城の三の丸にあった石灯籠と同
じなんだという伝承なんですよね。午前中、大阪城
に行ってきたと言いましたが、これを確認しに行っ
てきたわけじゃないんですけれども、三の丸という
のは、地図で見てみましたら、大変な広い領域がそ
れに相当しますよね。そこのどこに石灯籠があるの
かなんていうことは、今になっては検証がもう難し
いんだろうと思います。一応、嘘か真かなんです
が、こういうふうに東北の山形にある名家の庭の石
灯籠と同じものが、大坂城にあるというような伝承
があるぐらい結びついているわけです。それぐらい
江戸期の舟運というのは双方を結びつけ合ったとい
う、そんなふうに捉えていただければよろしいのか
なと感じております。
　それから陶磁器についてですが、東回り航路に面
した地域の有名な陶磁器が流域のやはり舟運関係者
とか、あるいはそれがまた転売されて、名主クラス
の家にたくさんあるんです。その一部を書いてみま
した。畿内のものだけでなくて、九州とか四国とか
中国地方のものもありまして、割と厚ぼったいのも
あって、よくそれは船の重しにしたんだと伝えられ
ていました。安定のためですね。先ほど言いました
ように、御影石とか石灯籠が運ばれたのも安定のた
めでもあるというふうにも言われています。それか
ら、蔵座敷が山形にも大分残されているんです。こ
の蔵座敷の分厚いしっくい塗りの扉を閉める蔵金
具、鍵ですね。これをよく見ますと、大坂の商人の
名前が書いてあるんです。①山形市十日町の佐藤利
右衛門家、先ほども出ましたように紅花でもうけた
大商人です。この家は今現在も蔵座敷の大変すばら
しいものがありますが、この蔵の金具の取っ手に
「大坂」や、それから「鍛冶亀右衛門作」という職
人名が彫られてあります。それから②天童市五日町
の相沢兵助家、ここにも「大坂鍛冶亀右衛門作」と
あり、同じ人物ですね。それから次③「伏見鍛冶八
兵衛作」、それから「大坂備後町」というんでしょ
うか、これ何でしょうかね。「丼池」の読み方は。
〔会場から「どぶいけ」の声あり〕「どぶいけ」です
か。じゃあ、間違いなくここのご出身の方の八兵衛

さんという人がつくったものなんでしょうかね。あ
りがとうございます。今日はこれを何と読むのか教
えていただきたくて参った次第でございます。は
あ、間違いないですね。これ何か彫り方が間違った
のかどうかというのがよくわからなかったので、あ
りがとうございます。
　このように、私の住んでいる山形と大阪とは直結
しているということが実におわかりかと思います。
それが写真にもあります。資料のナンバー２に、
「紅花灯籠」などというのも大阪の住吉神社に奉納
されていることがわかります。その右脇に蔵金具に
墨で塗って、拓本といいましたか、蔵金具を黒で塗
って紙を当てて、とったものであります。そんなこ
とで、文字が浮かび上がってちゃんと書いてあるの
がおわかりかと思います。
　このように、山形がこちらの文化の恩恵にあずか
った部分が少なからずあるということです。
　さて、私が今日ここで申し上げるもうひとつのポ
イントみたいなものがあります。これは地元の山形
でのお話とか、東北でのお話の中でもくりかえし申
し上げていることです。それは、今まで触れてきた
ように上方の、京都・奈良・大阪在住の非常に優れ
た職人さんのものを取り入れたり、あるいは物を運
んできたりということであるとすれば、単純に言え
ば、高い文化が低い文化の方に、水が上から下に流
れるように流れ込んだと言って良いかどうか。ある
いは山形からすれば、高い文化をそのまま受け入れ
たと、そのように理解していいのかどうかというこ
となんですね。これは、要するに、こういうふうに
理解してしまえば、東北とか山形というのがいかに
文化、文物面で立ちおくれているかなどというふう
に言ってしまうわけですよね。そのように捉えてし
まうことになりかねないと思うんですよ。私自身も
含めて、今まではどうもそう受けとめる嫌いがあっ
た。私は平成４年に『特別展　やまがたと最上川　
上方文化との交流』という図録を発行したことがあ
ります。山形県立博物館で学芸員をしていた時期が
７年間ありまして、そのときに開催した特別展の図
録です。これは紅花ですね、美しいこういう色。こ
れは山形が原料提供国なんですけれども、織りと染
めの技術がなかったので、ひたすら京都あるいは一
部は大坂の紅染め問屋に卸して、こうやってできた
美しい衣料を買い込んだ。そして今残っている。地



─ 15 ─

元ではこんな美しいものができなかった。そのほか
に仏像などもありますし、それからお茶が入ってき
た甕、私の資料にも宇治茶を入れた甕を載せており
ますけれども、それが残っているのでそんなものを
図録に挙げたわけです。あと人形ですね、雛人形も
入ってきているわけです。そこで、先ほどの問題点
をくり返しますが、この文物の移動について、高度
な文化から低いところに流れていったというふうな
理解だけでいいのかどうかということを、私はこの
時期あたりから悶々と考えていました。結論的に言
いますと、現在は私は、やはり文化というのは、高
い低いとか優劣とか、簡単に言うべきじゃないとい
うふうに感じております。これは東北の人間だから
引け目を感じてとかという意味じゃなくて、やはり
どこの地域においても文化については高い低いとか
という視点で見るべきではないと考えます。上方か
ら影響を受けて今に続いているものというのは、山
形において、あるいは東北において、それが受け入
れられる土壌というか、素地というか、そういうも
のがあるものが今に残っていて、やはり受け入れら
れないものはなくなっていったんだろうと、そうい
うふうに考えるべきだと思っています。そこに、地
域固有の選択の知恵が働いている。
　例えば、今申し上げました雛人形。河北町谷

や

地
ち

と
いうところに４月の２日、３日に、１カ月遅れなん
ですけれども、雛祭りが行われております。京都で
つくられた雛人形や江戸でもつくられた雛人形で巨
大な62～63センチぐらいのものがあります。博物館
にお借りして展示したことがありますので、非常に
鮮明な記憶があるんですが、すばらしい衣装を着け
て、すばらしいお顔をした人形、そういうのがたく
さんあるんですね。大分県の日田市に並んで雛祭り
が盛んなところなんですが、日田市以上に河北町谷
地は、舟運でにぎわった、河岸でにぎわったところ
なんですけれども、そういう場所に集中してあるん
ですね。しかし、それは、ただ雛人形が運ばれただ
けでは、運んできた人間がしまい込んだり、時には
お見せしたりと、それで終わるんですが、今、祭り
として非常なにぎわいを示している。あるいは、
「土

つち

雛
びな

」といって800度ぐらいで粘土を固めてつくら
れた土人形もある。その周辺にたくさん雛文化とい
うのが生まれているんですね。それが今に続いてい
る。これはやはりただ上方から受け入れたというと

らえ方でなくて、それが融合、定着、あるいは土着
というか、そうしたもので、それだけ民衆がたくま
しく雛あるいは雛文化というものを地元なりに咀嚼
し直してといいますか、受け入れ直して、今に雛文
化として新たな形で定着させてきたんだろうと思い
ます。
　ですから、文化というものは、そのように庶民の
知恵というか、あるいはそれをたくましく受け入れ
るエネルギーというか、そういうものの視点から見
ていく必要があるだろうというふうに思っておりま
す。ただ単に受け入れた、あるいは出ていったでは
なくて、もう一度そういう文化史の視点というもの
を、私どもはきちっとこういう舟運、海運の文化の
流れの中でとらえ直すべきではないのかなというふ
うに思っている次第です。
　最後に青

あ お そ

苧についてですが、実は先ほど紅花が大
変有名な特産品と言いましたが、青苧も忘れてはい
けないと思います。私はどちらかというと青苧ファ
ンなんですね。紅花ファンもたくさん山形にいます
けれども、青苧ファンの一人で、青苧フェスティバ
ルをつくりまして、青苧文化復興、青苧ルネッサン
スなどといいまして、今、栽培して織りも始めてい
る人もいます。そういう人たちと一緒になって取り
組んだりしておりまして、ただ過去のものとしてだ
けでなくて、舟運文化を今に生かそうと取り組んで
おります。紅花と青苧については、最上川舟運で移
出した側面と創出した側面の多面的なとらえ方をす
べきだと思います。受け入れ、咀嚼し、そして地域
文化としてあらたに定着させた。そういう人々の知
恵と工夫というものもきちんと評価して、最上川舟
運あるいは日本海海運をとらえるべきだろうという
ふうに考えているものであります。
　言い足りなかった分は、後のフォーラムで申し上
げたいと思います。
　以上で終わります。ご清聴ありがとうございました。

菊地　和博氏（きくち　かずひろ）
東北芸術工科大学准教授。文学博士。山形県立高等学校教
諭、山形県立博物館学芸員（民俗担当）、東北芸術工科大学
東北文化研究センターを経て、2008年10月より現職。著書
に『庶民信仰と伝承芸能』、『東北学への招待』（共著）、『手
漉き和紙の里やまがた』などがある。専攻は民俗学・民俗
芸能論。
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藪田：藪田でございます。髙橋センター長に加わっ
ていただきまして、パネルディスカッションを始め
させていただきますが、その前にご紹介をさせてい
ただきます。
　みなさんに２種類のお水をお配りしています。ひ
とつは山形市水道部の「やまがたの水」。もうひと
つは大阪市水道局の「ほんまや」。今回のフォーラ
ムの趣旨にご賛同いただき、ご提供いただきまし
た。大阪の水というのはむちゃくちゃまずいという
のが世間の通り相場でありまして、とくに西原理恵
子さんというお母さん物をかいている有名な漫画家
がおられまして、その人がラジオか何かで、「大阪
の水はまずい、飲めるもんやない」というふうに言
われたことがありました。それを聞いた大阪市水道
局が腹を立てまして、「一度、西原さん大阪に来
て、大阪の水飲んでほしい」申し出ました。皆さん
も帰ってやってほしいんですけれども、グラスにど
この水でも構いませんけれども、いろいろと入れて
いただいて、どれがどの水かわからないようにして
飲んで、一番おいしい水を当てていただくといいで
すね。皆さん、おそらくこちらの「山形の水」のほ
うがうまいという先入観で飲まれると思うんですけ
れども、ラベルを外して、このままで飲んだとき
に、どっちの水がうまいのか。このまま飲んだらだ
めですよ。コップに入れて、どこのものかわからな
いようにしてくださいね。大阪に来られた西原さん
の前に５つの水が並びまして、飲んだんです。とこ
ろが彼女、一番おいしいと言ったのが大阪の水やっ
たんです。彼女は、六甲山の水やと思ったらしいん
です。そんなものなんですね、人間の味の感覚とい
うのは。
　水の話がこれからいろいろ出てくると思うんです
けれども、その一つとして、ぜひ帰ってお楽しみい

ただきたいと思います。
　さて今日は、非常に対照的な話をしていただきま
した。川と文化遺産というものを共通枠としながら
も、河内先生のほうからは、都市と川というテーマ
で古代の旧都から近世の大坂までを取り上げていた
だきました。そこに出てくる問題は、川がもつ洪水
という荒々しい局面ですね。川を治めなければ都市
が維持していけないという、ある意味、荒ぶる川と
しての淀川ですね。そういう意味で言うと、川は自
然に流れているものじゃなくて、克服すべき、流れ
もつけかえ、津もつけかえ、景観も変えていくとい
う、そういう側面を非常に強く出されたお話だった
と思います。
　一方の菊地先生のお話は、最上川が舟運として川
が物を運ぶ、文化を運ぶという、ある意味で言う
と、文明、文化を仲立ちする川としての非常に穏や
かな、しかもそれが海を通じて、日本を縦に南北に
つないでいくという側面を強調されました。恐らく
この両方は、どちらの川にもあるんだろうと思いま
すけれども、今日の話の主題は、見事なぐらいコン
トラストがありました。

【パネルディスカッション】

［パネリスト］
　 河内　厚郎氏（文化プロデューサー／夙川学院短期大学教授）
　 菊地　和博氏（東北芸術工科大学准教授）
　 髙橋　隆博　（関西大学教授／なにわ・大阪文化遺産学研究センター長）
［コーディネーター］
　 藪田　　貫　（関西大学教授／なにわ・大阪文化遺産学研究センター総括プロジェクトリーダー）

藪田　貫氏
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　そういう意味ですので、どちらがどちらというよ
りも、それぞれのお話を前提にした上で、その双方
の側面を重ね合わせて議論していきたいと思ってお
ります。実は、私どもの髙橋センター長は山形のご
出身で、大阪に住んでおられて、「なにわ・大阪文
化遺産学研究」センターの長をしておられますの
で、まず、センター長から今日のお話をお聞きにな
って、話題を提供していただいて、双方の方がたの
議論に進んでいきたいと思っております。
　どうぞよろしくお願いいたします。

髙橋：この問題、つまり最上川と淀川というのは、
議論が全くかみ合わないのではないか、しかしかみ
合いたいなと思っておりました。ですけど、両先生
のお話をお聞きしますと、決してそういうものでは
ないということを、今、藪田先生が申しましたよう
なことで、非常に密接なつながりがあるという気が
いたしました。

　それで、さっき効き水の話がでましたが、私は昭
和38年（1963年）、山形を離れて関西に参りました。
そのときに、真っ先に「もう何という水を飲ますね
ん、大阪は」と思いました。ここに、もしかすると
柴
くに

島
じま

浄水場の関係の方もいらっしゃると思いますの
で、名誉のために言っておきます。最近は大変おい
しくなっていますけれども、1963年当時、ちょうど
オリンピックが翌年開かれますけれども、大阪の水
は飲めたものじゃありませんでしたね、私は山形生
まれで、しかも最上川のすぐ近くで大きくなりまし
た。ちょうど現在の山形空港のところに進駐軍の空
港がありまして、落下傘部隊がフワリフワリと落ち
てくるようなところで、そこはちょうど最上川の河

床に近いところでありますので、絶えずこんこんと
湧き出ているんです、清水が。非常に冷たく、ミネ
ラルをたくさん含んでいるので、それを飲んで大き
くなっておるものですから、大阪の水のまずさとい
うのはもうたまったものじゃない。しかし、学生た
ち、夏に水道ひねって飲みますと「ああ、うま」と
こう言うんですね。何がうまいのかというほど、水
がまずい印象が今までありましたね。
　それともう一つは、私の村は、６月から７月にか
けますと毎年大洪水。最上川には大きな堤防をずっ
とつくっているんです。かなり大きな堤防をつくり
ました。ですけど、それでもなおかつ、かつての最
上川―「古最上」というんですが―の流れを変えて
巨大な堤防をつくったわけですけれども、水が逆流
いたしまして、大きくなったばかりの稲を全部覆い
尽くして、なおかつこれはもう大きな湖になるわけ
ですね。毎年のことでございまして、あと30センチ
ほど水が上がりますと家が流されるだろうという雰
囲気のところで毎年暮らしてきました。大阪に来ま
しても、台風シーズンになりますと、これまた水が
大変浸かりまして、それはそうですね、大阪は、言
ってみますと潟の上に家がつくられてきたので、イ
タリアでいいますとベニスみたいなものでしょうか
ね。そういうところで都市が建設されておりますの
で、この最上川周辺、流域の人々も、あるいは淀川
周辺の人々も、水のことについては随分頭を悩ませ
てきた歴史があることは間違いないだろうと思いま
す。
　それで、今日のお二人の先生のお話をお聞きしま
して、あえてこれからの議論を展開させていくため
に、二、三申し上げておきたい、提案しておきたい
んですけれども、川あるいは水というのは、文化形
成、つまりまちづくりとか、あるいは地域づくりと
か、あるいは村づくりとか、もう少し言いますと、
産業育成にどのような役割を果たしてきたんだろう
かということを、今改めて問い直す必要があるんだ
ろうと思います。
　もう一つは、例えば、淀川の場合ですと、毛馬の
閘門ができて、三十石船は当然のように衰退しま
す。その後、京阪電車ができる、阪急電車ができる
というので、今の大川が交通の幹線になり得ないと
いう状況になってきます。そうすると一体どうなる
かというと、近代の問題で、そういった交通網の変

髙橋　隆博氏
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遷によって一体、川の流域から何が失われたのか、
川の流域だけじゃなくて、川の恩恵にあずかってき
た大阪の人々にとって、文化の何が失われたのかと
いうことは、やはりつねに問われなきゃいけない問
題が当然あるだろうと思います。
　また、現代的な問題からいきますと、最上川もそ
うでありますし、あるいは淀川もそうでありますけ
れども、今、何が問題になっているのか。文化財審
議委員会が文化庁に大江橋と淀屋橋の重要文化財指
定の答申をしたわけで、恐らくそのとおりになるん
でしょう。だけど、それで我々は万歳でいいのかと
いう問題があるんですね。国宝、重要文化財に指定
されたから、それですむのか。京都、奈良の古社寺
が世界遺産になったから万歳、これで果たしていい
のかという問題があるわけです。むしろそこから出
発しなきゃいけない。そうすると、川の流域のさま
ざまな生活も含めて、今どのような問題が起こって
いるのか。川の景観の問題、水辺の景観、このこと
をめぐって、一体どういう問題が起こっているのか
ということを３つ目に考えました。
　その次に、先ほど河内先生お話の中に、残された
水路は極力残すべきであるというご指摘がありまし
たが、私もそう思います。昭和39年（1964）に四ツ
橋が埋められたあのぐらいの状況になっているわけ
で、東横堀川はかろうじて残っている。しかし、川
の上を阪神高速道路が走っています。この前、天神
橋から道頓堀まで東横堀川をずっと歩いてきまし
た。もう薄暗い。だけど、あの橋の欄干、殊に農人
橋もそうでありますけれども、石造の橋の欄干を地
域の人々が一生懸命ごしごし磨いているんです。き
れいなんです。川の水も比較的きれいになってきて
います。だから、地域住民の人々が、何とか川の流
域を、橋を大事にしなきゃいけないという意識がよ
うやく芽生えつつあると私は思っています。そうい
った一人一人の地域の人々のご努力によって、もし
かすると水辺の景観が、水のある風景が保たれてい
る。それはすなわち、水都の再生、水の都の再生に
つながっていく。
　しかし、そこにはさまざまな問題があります。一
つだけ申し上げますと、今、韓国大統領になってお
ります李

イ・

明
ミョン

博
バク

さん、ソウル市長時代にどんなこと
をやったかというと、ソウル市内はすごい交通渋滞
なんです。そこで、道路の真ん中だけをバス路線と

する。そういうことによって、通勤客はマイカーで
通勤しなくなったんです。むしろバスのほうが早い
んです。そういうことで、交通の渋滞が一気に緩和
されました。思い切った戦法なんですね。
　もう一つは、確か460億ウォンぐらいかけたんで
すけれども、ソウルの町にある清

チョンゲチョン

渓川という川を、
高速道路を取っ払って、掘り起こしてつくったんで
す。ここに年間30万、40万の人々が行き来するよう
になった。つまり、水辺の風景を行政がつくり出
す。これは我々大阪も考えなきゃいけないと思いま
す。

藪田：それではまず、川と文化形成、これはお二人
のお話の中心でもありましたので、改めて振り返っ
ていただくよりも、それぞれのお話をどのようにお
聞きになったかということで、河内先生から菊地先
生のお話を聞かれていかがでしょうか。

河内：近代以前は、川というのが文化圏を形成した
というのは間違いないと思います。例えば、阪神地
域でも、電話番号の市外局番を見ますと、なぜ兵庫
県の尼崎が大阪と同じ06なんだとか、0727も大阪府
と兵庫県で共有しているわけですけれども、06は淀
川水域、0727は猪名川水域というふうに考えると非
常にわかりやすいんです。やっぱり経済を中心とし
た生活に関しては川というのは決定的であって、明
治にできた新しい行政区画では、100年経ってもま
だ対応しきれない面があるというわけですよね。私
なんか摂津国で生まれ育っているので、これが兵庫
と大阪に分かれているためにいまだにロスが多い。
だから、近畿の行政区画再編に関しては、この摂津
の問題を解決しないと、空港の問題からすべてが中
途半端な議論になってしまいますよね。これはもう
明らかだと思います。
　それから最上川の場合、山形というのは非常にす
っきりしていますけれども、淀川の場合は、先ほど
言いましたように複雑怪奇な川なんです。摂津国の
ことで言いますと、中世までは、どっちかといいま
すと、私は政治史を中心に語ったわけですが、江戸
時代以降はやっぱり天下の台所を支えた舟運です
ね。そこで意外に猪名川の水域というのは重要で
す。今日のチラシが入っていた袋に、大阪の炭とい
うのが入っていましたね。池田から猪名川あたりの
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炭というのは高級な炭なんですよね。茶道で使われ
ますね。あの猪名川水域は、まず池田の炭、それか
ら伊丹で清酒が発明されまして、それから、兵庫大
阪との境のあたりに園芸、植木とか、こういう産業
があって、非常に付加価値の高い産業が近世以降に
興ってきた。これが、私は、日本の資本主義の発達
に影響を与えたのではないかと思っています。
　1600年に日本で二大事件が起こっているんです
ね。一つは関が原の役、これはご承知のとおり。も
う一つが清酒の発明といわれています。
　ちょっと話がそれますけれども、我々学生時代
は、マルクスを勉強したくない人間はマックス・ウ
ェーバーをやりました。ウェーバーが、ヨーロッパ
の資本主義の発達について、勤勉・労働の倫理から
説いたわけですよね。つまり、キリスト教の倫理
に、働いて資本を蓄積して、それを再投資するとい
うことは、矛盾していない。それによって、プロテ
スタントが動機づけられ励まされたというような、
大体そういう理論でした。
　ところが、もう一人ゾンバルトという人がドイツ
にいて、これは消費の側から、ヨーロッパの家計簿
を研究した人ですよね。この人が、ヨーロッパであ
る時期に猛烈なプレゼントブームが起こって、名も
なき羊飼いが一生貯めたお金で貴婦人にブローチを
贈るとか、途方もない無駄遣いをした時期に資本主
義が一挙に加速的に進んだとしました。
　ですから、生産と消費、両方が飛躍的に伸びたと
いうことですよね。
　ひるがえって日本を考えてみますと、私は、上方
における物産、特にこのお酒の発明というものが、
大きいと考えます。生産基盤をほとんど持たない江
戸という、もうひたすら消費する町の半分が武士
で、彼らは働いておりませんし、男たちの単身赴任
の町ですよね。そうすると、できるものはもう遊郭
に決まっているわけで、かといって、江戸にはろく
な食べ物もない。そこへ上方から高級な食べ物なり
飲み物なりがやってくるということで、まず東海道
が非常に発達いたしますし、それから、それでは足
りないというんで舟運も発達するというふうに、資
本主義の発達というものには、生産基盤が広がると
同時に消費というものが文化として興ってこないと
いけません。だから、1600年に江戸という町がス
タート―厳密に言えば1600年ではないんですけれど

も―江戸幕府のもとができるという、そのときに、
必ずしも生活に必要でないお酒というものができた
という、この２つがかみ合って、近世経済が一挙に
加速したというふうに思っているんですね。
　そういうことを考えていくと、この水運というも
のが日本の資本主義を発展させたのは間違いないこ
とで、その中でも次にエポックとなるのが、やはり
北国との舟運の発達だと思います。
　よく、大阪では元禄時代が栄えたと言いますが、
例えば、井原西鶴の書いたものを読んでいると、食
べ物にだし味とかそういうものは出てきませんね。
魚の骨をくり抜いて、そこに玉子焼きを入れると
か、そういう物の組み合わせだけなんですよね。だ
から、カツオや昆布でだしをとるとかという文化は
まだできていないんですね。素材だけで食べている
んです。ところが、享保年間（1716－1735）ぐらい
の作品になってくると、明らかにいわゆるスープと
いうか、そういうものができている。これは明らか
に舟運というものが日本海側とつながったことによ
って、きめの細かい食文化ができた。これによって
上方の料亭文化もできた。そういうつながってくる
文化があったということを考えますと、古代は、大
体、日本海側のほうが表日本だったと言われている
んですが、近世においても、経済において、日本海
側は決定的に重要なかぎを握っていたんじゃないか
なと、そういうふうに、今日は痛感いたしました。

藪田：河内さんのほうから、山形の青
あ お そ

苧や紅花に対
応するものとして上方の酒という提案を逆にしてい
ただきましたけれども、菊地さんは先ほどの河内さ
んのお話をどのようにお聞きになりましたか。
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菊地：河内先生のお話で、淀川の変遷というのは、
日本の都市建設あるいは国家というものと深くかか
わっているんだというお話をいただいたわけですけ
れども、なるほどなと。淀川というのが、そういう
ふうな一つの国の統治と深く直結するような川とい
う印象を非常に強く感じました。

河内：つまり、私が言いましたのは、淀川・琵琶
湖・日本海側の酒田ぐらいまでが一つの川なのだ、
と。一つのラインなんだということです。そこにい
ろいろな支流がいろいろな物産を運んでいくので、
この大動脈－酒田から淀川の下流ぐらいまで－を、
もう一つの川とみなしていいんじゃないかなという
のが、私の仮説なんです。

菊地：ああ、そうですね。
　先ほどの髙橋センター長の問題提起とかかわるん
ですけれども、川がどう地域や町や村の形成にかか
わるのか、まちづくりと関係するのかということに
ついてですが、川がどういうふうに都市や国家とか
かわるかについて考えると、最上川は、非常に大胆
に言いますと、農村の村落形成にとても関わってき
たのだろうと思います。
　一つこれを見ていただきましょう。
　これが庄内の夕日に照らされた最上川と水田なん
ですよね。この景観がよく取り上げられるんですけ
れども、最上川は下流に至ってようやく、水田を潤
す、直接の本流からいわゆるかんがい用水として引
き込める、そういう川になるんですよね。ただ、上
流、中流はすり鉢状になっているものですから、本
流からはなかなか水が引きにくい。支流からは割と

引けるんですけれども。下流になるとこのような見
事な稲作水田の風景が出てくる。これは、髙橋セン
ター長さんが先ほど２番目に言われたいわゆる景観
の問題です。最近、私どもは、最上川の世界遺産登
録を目指して取り組んでいるんですが、この最上川
の文化的景観ということにも視点を当てて、もう一
度そういう視点から最上川の機能、存在というもの
を明らかにしていこうとしているわけなんです。そ
ういうことからすれば、最上川は農業の基盤形成、
かんがい用水という点で、非常に有効な水、川であ
ったということと、それがまたもう一つ文化的景観
をなす要因にもなっているという点があります。
　それからもう一つ、地域づくりという点について
は、やはり水力発電なんですが、これはやはり本流
をとめるというのもなかなか難しくて、やはり支流
にたくさんの水力発電所がつくられているんです
が、大正年間に水力発電を試みた人がおりまして、
本流から直接隧道を掘って、水を取り出して、その
落差でタービンを回して、電力を周辺の村々に供給
するというようなことをした人物がおります。そう
いう試みは必ずしも全面的に山形の暮らしにつなが
るものではないんですけれども、電気のある明るい
暮らしの一つの端緒を切り開いたという意味では、
記憶すべき取り組みなのかなというふうに思うわけ
です。
　さらにもう一つは、文化的景観という部分につい
ては、山形はご存じのとおり、出羽三山の祈り、修
験山伏が切り開いた山がありまして、山とそこから
流れ出す水が集まって大河の最上川がその山間を縫
っています。出羽三山、あるいは蔵王、そして鳥海
山あたりを縫うようにして日本海に出ていく。その
間に、先ほど申し上げた舟運に関係する人々たちが
舟運の安全をひたすら祈った。その祈りを、例えば
湯殿山に求めたり、それから、そこまで行かなくと
も、その一つ手前の葉

は

山
やま

という山がありまして、こ
れも山伏が回峰修行したところでありまして、その
葉山という山も農耕の山であると同時に船乗りたち
が祈った、そういう記録が残っています。このよう
に、祈りの山、祈りの神仏が最上川の周辺に住まう
という関係にありました。これがずっと下流にもあ
ります。先ほど最上峡という２キロぐらいの山間を
縫うと、酒田に出ると申し上げましたが、その２キ
ロの間にも、例えば矢吹神社という神社がありま菊地　和博氏
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す。本
もと

合
あい

海
かい

という地域にあるんですが、ちょうど船
で下ると見えるんです。山の中腹に小さな神社があ
りまして、そこには義経伝説があるんですね。義経
一行が岩手県に落ち延びたときに、そこに祈ったと
いう伝説もあって、『義経記』に登場します。「矢吹
の明神」という名称で出てくるんですけれども、そ
こがまた舟運の守り神が住むところということで、
そこを通る船人たち、船頭さんたちが手を合わせ
た。それから、もうちょっと下っていくと、仙人堂
という、やっぱりお堂が、山の中腹、酒田に向かっ
て右手の山のふもとにあるんですね。これも『義経
記』に記されていて、常陸坊海尊という義経一行に
途中まで従う人物が、そこで義経一行の落ち延びる
先の安全を祈って、そこへ行って仙人になったとい
う伝承があるんです。だから「仙人堂」と名前がつ
いているんですね。そこもまた、船人たちの守り神
ということで、そこでもまた手を合わせる。手を合
わせている江戸時代の絵図も残されているわけで
す。
　そんなふうにして、祈りの景観、文化的景観とい
うのが、最上川の流れる道筋に配置されているとい
いますか、存在するというようなことです。これは
淀川ではそういうものは余り見られないのかなと、
先ほどお話を聞いて思いました。このあたりが相違
点なのかなと思った次第です。とりあえずここまで
にします。

藪田：いま、菊地さんの問いかけがありましたが、
流域社会、景観の問題で、淀川の方の問題点とか特
徴を指摘するとどうなりますでしょうか。河内さん
は伏見から船で来られたときに、堤防越しに見る景
観はほとんど変わっていないとおっしゃっておられ
ましたが。

河内：ええ、まあ枚方ぐらいまではね。ただ、今、
スーパー堤防という大変大きな堤防をつくって、そ
の上に新しい町もつくったりして、かなり治水に関
しては大きな投資をして、ここのところは、本当に
洪水の心配はかなり少なくなっているんですが、や
っぱり沿岸部のほうが問題になってきますね。大阪
湾をこれ以上埋め立てていっていいのか、そういう
ことがちゃんと本当に計算されているのかどうかで
す。それがかなり川の中の生態系を変化させている

ようでして、これは大阪市だけで対応できる問題で
もないんです。東京湾なんかもそうだと思いますけ
れども、思いもかけない変化がかなり起こってきて
いるようですね。だから、その辺はちょっと、湾岸
部で何かコントロールする機関が要るんじゃないか
というふうに考えますね。
　大阪市内に関しましては、少しよくなってきてい
るかなと思います。昭和30年代にどんどん川を埋め
立てていった人の話を聞きますと、確かに今は残念
だと思うんだけれども、その当時はもう緑青が出
て、臭くて住めなかったと。だから、実際に住んで
いる者からしてみれば、やむを得なかった面もある
ということなんです。ただ、いわゆる大阪の景観的
魅力というのは堀割によってかなりつくられていた
わけなので、それを埋め立てたことで、地形に「あ
や」がなくなったということは事実だと思うんです
よね。そういう意味では、せめて残っている堀割な
り大川の分流なりを全部残すべきだし、そこへ水上
バスがもっと入っていけるようになれば、観光的価
値もあると思いますが、さっき言いましたように橋
げたの問題があって、必ずしも大型船は通れなくな
っている。
　このあたりをどうしていくかです。今度、朝日放
送が大川沿いに本社を建て替えまして、そこへ船が
停留できるようにしているわけです。そこで新事業
を展開したいと言っているのは、そこから大阪ドー
ムのほうへ、安治川のほうへおりていく川というこ
とを想定しておられるようです。これは臨海部に近
いほうの景観をもう一度考えていくということで
す。確かに、中之島近辺は船に乗ってもまずまずの
景観なんですけれども、安治川の下流のほうへ行き
ますと、まだ殺風景な風景なので、その辺に魅力的
な景観をつくっていくことですね。それから、昭和
初期までにつくられた橋の下を通ると、下から見上
げると非常にデザインが工夫されていて、あの当時
ということは、案外近い過去まで、みんな船を使っ
ていたんだなとよくわかるんですよね。そういう意
味では、戦後は完全に陸のほうが中心になってしま
った。
　これからはどういうふうにして水都の景観を回復
していくかということです。アクアライナーが、以
前は通勤用に使われていましたけれども、それが今
はなくなってしまった。観光用だけになってしまっ
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ているんです。通勤用に使うには、大阪人のライフ
スタイルを変えていかないといけない。幸い、大阪
市内に人が居住し始めた。人が戻ってきているんで
すよね。しかも高齢者がある程度戻ってきている。
こういう場合に、船を使った水運というものを日常
生活の中で楽しめるかどうか、これは業者のほうで
もいろいろ魅力的なプランを出していかなきゃいけ
ないんじゃないかと思います。
　最近驚いたことに、四ツ橋筋を水陸両用船が走っ
ていました。時々見るんですよ。そのまま着水でき
るらしくて、そういうものがどこまで普及するかわ
かりませんけれども、大阪市の実験が始まっている
ところなんですよね。今は過渡期だと思います。

藪田：その話は最後に、フロアにおられる方も含め
て、川の保全や再生について考えてみたいと思いま
す。川と文化の形成の話ということ、それから流域
の景観を含めた問題、もう一つは、今のお話にも出
ましたように、川というものがどこに行っても大き
く変わりました。鉄道が走り、自動車が走り、物流
というものが路上に特化してしまうということで、
川そのものが運搬手段ではなくなってしまっている
という側面があります。この大きなモータリゼーシ
ョン、あるいは近代化の過程で、川というものが
我々に向き合う姿というのは、大きく変わってしま
ったかと思うんですが、その点では、大小ありまし
ても、最上川も淀川も同じではないかと思います。
　そのあたりの戦後の数十年の間に変わってきたと
いうこと、そこからさらに今後、川の再生の手がか
りになるようなことがあれば、少しお話しいただき
たいと思います。菊地さんからお願いします。

菊地：確かに、最上川も世界遺産を目指していると
申しましても、大変汚くなっているのも事実なんで
すね。数カ月前、地元の山形新聞にも、最上川に汚
いごみが投げられている、川岸にごみが浮かんでい
るというか、寄りついているというか、そういう場
面が写し出されまして、県民は大変がっかりしたん
です。その証拠に、魚が非常に少なくなっている。
これは、私の大学で今年の１月と２月に連続してシ
ンポジウムを開いて、私は話題提供し、そしてコー
ディネーターも務めて、皆さんと最上川を考えると
いうことをやったんですけれども、その中で、会場

の方が手を挙げてくれて、よく最上川で魚を釣り続
けてきたと。ところが、本当に種類も数も減ってい
るということで、これはやはり汚くなっているから
じゃないかということを言われまして、とても胸が
痛みました。最上川にそういう側面が現実的にある
ということは、認めなきゃいけないと思うんです
ね。
　こういうことをどういうふうに運動として是正し
ていくかということについては、今、山形県、ある
いは市町村、あるいはマスコミがいろいろ取り組ん
でおりまして、そのうちのいくつかをご紹介しま
す。一つは、官民が一緒になって「美しい山形フ
ォーラム」という組織をつくっているということで
す。最初、山形県庁の中に事務局が置かれておりま
して、美しい山形・最上川フォーラム、100年プラ
ンを決定したなんていう報道がなされたりもしたの
ですが、そこで最上川の美化運動を強めていこうと
いうことになりました。不法投棄の削減と防止と
か、自然環境、生態系などの保全回復、流域文化資
源の再評価と活用など、いろいろ目標にしていま
す。
　それから、最上川の講座を定期的に開いていま
す。歴史も環境も含めて勉強を重ねる、そういうこ
とを考えておりまして、今は山形大学に事務局が移
されて、まだ続いております。これが官民運動の一
つです。１口1,000円でだれでも会員になれるとい
う、そういうもので、『美しい山形・最上川100年プ
ラン』という冊子も発行していまして、周知徹底を
図ろうとしております。
　それから、山形県と国土交通省が発行している
『最上川読本』という、小さな冊子がありまして、
これを読めば、最上川のほとんどすべてがわかるみ
たいな一冊になっています。歴史や自然、生態系、
それから先ほどは触れませんでしたけれども、松尾
芭蕉が元禄年間（1688～1703）に訪れて、有名な
「五月雨を集めて早し最上川」を歌っているわけで
すね。山形県で13の俳句を残しているわけですけれ
ども、そういう文人墨客、あるいは斎藤茂吉という
山形県出身の俳人、短歌を詠む大家がいますが、そ
ういう人たちの姿が、これを見ると全部わかるん
で、無料で配布しているんですね。これを勉強し
て、さらに「最上川電子大事典」なんていうふうな
ものでも学べます。これはインターネットで最上川
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を検索するといろんなことがわかるというようなも
のを県と国土交通省が考えているものなんですね。
　それから、あと、運動としては、最上川桜街道と
いう名前で、これは地元の山形新聞といろいろな団
体が協力して、市町村が窓口になって、堤防に桜を
ずっと植えていく、そういう運動を始めておりま
す。これは運動を始めてもう３年ぐらいになりま
す。主に庄内のほうから、日本海側に近いほうから
進んできておりまして、これからもずっと続けよう
という美しい最上川づくりの一環のような取り組み
をしたりしています。何といってもこういう取り組
みを子供たち、次世代につなげていかなきゃいけな
いということで、小学生がリレー方式で、最上川の
流域200キロを歩きつなぐということをしています。
何キロかをある地元の小学生が歩いて、さらに次か
らまた近くの地元の小学生が歩き続けるということ
で、先ほど最上川229キロと申し上げましたが、こ
こではその中の200キロを歩きつなごうという運動
で、これは先日、酒田まで到達しました。
　こんなことで、子供たちにも最上川を身近な川と
して認識してもらおうということで、実体験として
歩いていただくというような取り組みをしていま
す。あと、「最上川検定」というのもありまして、
先ほど言いました本とか「最上川電子大事典」とい
う、ネットを見て勉強して、テストをやる。何カ月
かに１回、国土交通省と山形県が共同でペーパー試
験をやるんですね。それで点数をつけるんです。何
点以上が合格なのかちょっとわかりませんけれど
も、それをやって、検定試験にパスしたら「最上川
博士」になったと。こういうことで、県民に最上川
を知ることは山形を知ることですよ、日本を知るこ
とですよという、あるいは自然環境も考えていくこ
とになりますよという、そういうことの運動をやり
ながら、最上川というものを再認識し、今に生きる
川だということを、我々直接かかわる川なんだとい
うことの認識を深める、そういう運動をしていると
いうことなんです。

藪田：河内さんいかがですか。淀川、大阪として
は。

河内：先ほど大阪市内の話ばかりいたしましたけれ
ども、現在の淀川の話をいたしますと、実は水質は

よくなっているんですね。問題は、河口から入って
くる汚染のほうが心配で、淀川そのものの水質は国
交省も市民も大変努力して、この三、四十年で非常
によくなっているんです。というのは、現に淀川の
シジミは、味も悪くないので、百貨店で売られてい
ます。私も食べております。
　もともと淀川水系というのは、日本に生息する淡
水魚の３分の１の魚が生息しているのです。これは
みんなが思っているよりはかなり豊かな生態系を持
っているのではないでしょうか。もっとも最近は外
来魚が入ってきておりますので、ちょっと問題が複
雑ではありますけれども。

　それから、毛馬のあたりから下流へは、干潟とヨ
シ原がずっと広がっています。特に阪急電車の十三
大橋のあたりは干潟がたくさんできておりまして、
そこにボラやハゼが泳ぎ回って、サギやシギ、チド
リも飛んできている。大変豊かなウォーターフロン
トになっておりまして、これはまだみんなが都市環
境として認識していないんですけれども、非常に魅
力的なエリアになってきてはいるんです。ですか
ら、これが今後どういうふうに発展してくるかとい
うのが、府民の努力にかかっていると思うんです。
　芸術のほうでも、交響曲「淀川」なんていうのが
できたりして、これは昔、朝比奈隆さんが指揮して
おりまして、再演してほしいなと思います。それか
ら、昔、道頓堀に芝居小屋が建ち並んで、いろいろ
な歌舞伎や文楽の名作が生まれたんですが、日本で
は、大体芝居小屋があるというのは水辺なんですよ
ね。水商売という言葉があるけれども、京都の鴨川
のところもそうだし、道頓堀もそうだし、宝塚の歌
劇でもフェスティバルホールでも、東京はちょっと

河内　厚郎氏
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埋め立てましたけれども、それでも国立劇場とか帝
国劇場は、全部お堀端にありまして、やっぱり水辺
に日本人は開放感とか非日常的な気分を味わうとい
うのは確かですね。ヨーロッパの場合は、貴族のサ
ロンとかができましたから、町の中に石づくりの劇
場があります。日本の場合は、もともと川に面した
ところが要するに誰の土地でもないので、仮設の小
屋を建てやすかったということがあるんですけれど
も、ウォーターフロントに劇場がたくさんある。現
在でも朝日放送が川沿いに移転するように、意外と
人間の行動というのは、そんなに体質が変わってい
ないんですよね。
　そういうふうに注目すれば、やはりさっきの結論
に戻りますけれども、大阪は旧市内の川に関して
は、文化的な景観として残していく。一方では、新
淀川のほうに関しては、新しい自然の公園として育
てていく。この２種類を使い分けていく時に来てい
るんだと思います。

藪田：センター長、一言お願いします。

髙橋：最上川のほうは、菊地先生がおっしゃるよう
に、とにかく長い川で、川幅も広うございまして、
堤防も巨大なんですね。ですから、どこから手をつ
けても可能ということで、やはり一級河川ですの
で、国土交通省が管轄しているわけでありますけれ
ども、もちろん淀川もそうですが、大阪は、国土交
通省絡みで言いますと、北新地の本通になっていま
すかつての蜆

しじみ

川のところ、近松門左衛門の作品にも
出てきますが、これをつい最近、復活しようという
NPOの方々がおられました。新御堂筋のところか
ら大江橋まで川をつくって、水を流そうと。それも
ちょろちょろじゃなくて、かなり水量の多い川をつ
くろうと考えました。量の多い水を、どうやって流
すかは難しい問題があると思うんですけれども、そ
れを盛んに考えた方がいらっしゃいました。これに
つきましては、国土交通省はうんと言わなかったん
です。結局、国土交通省の厚い壁に閉ざされてどう
しようもない。この問題は、新淀川でも土佐堀、堂
島でも、当然同じようなことが起こっています。
　そこで、僕はアメニティーシティーというふうに
考えているんです。今、新淀川が美しいのは、毛
馬、桜ノ宮公園から造幣局を通って、リーガロイヤ

ルホテルあたりまでで、そこを過ぎたあたりぐらい
から、宮本輝さんの「泥の川」の舞台になった、あ
の辺で彼は生まれたらしいんですけれども、端建蔵
橋あたりから非常に殺風景な展開になっていくんで
すね。それまでの川沿いは、安藤忠雄さんが桜を植
えたりいろいろな運動をやっているんですけれど
も、船で回ってみましても、巨大な防潮堤がもう覆
いかぶさって、町の雰囲気が見えない。何とかこれ
をスーパー堤防というのはいけませんけれども―
スーパー堤防というのは、高さに対して８倍の幅を
もつ堤防を言うわけですけれども―せめて盛り土を
して、樹木を植えるぐらいの努力は、僕は当然やっ
てもいいのではないかと思います。そんなことを申
しますのは、御堂筋ができたのは、昭和２年（1927）
なんですね。それまでは、淀屋橋筋という非常に小
さな商店街でした。そこで梅田から難波まで何を街
路樹に植えようかというのが問題になった。梅田か
ら淀屋橋まではポプラなんです。そこから難波まで
はイチョウなんですね。これには、当時、伊東俊雄
さんという東京帝国大学を出た方が、御堂筋担当の
調査係長として大阪市におられて、それで激しい論
争をして、結局、イチョウは国産の木だから、大阪
は日本だから国産の木を植えることにして、現在、
これは物の見事に成功しているわけです。昭和２年
にこういうことを思い切ってやれと言ったわけで
す。ですから、何も川を全部復元しろなんて私は考
えておりません。せめて今の水辺の景観をより充実
した緑の快適な環境づくり、アメニティーづくりを
目指すべきである。しかしこれはどうしても国土交
通省の厚い壁があるんだろうと思います。
　もう一つ、大阪には「天王寺七名水」といいまし
て、特に上町台地の南あたりからきれいな清水が湧
き出ているわけです。今、ほとんど涸れて何もな
い。せめて残っているのは、清水寺の行者の滝と、
四天王寺さんの病気を流すあの大きな亀井堂という
のがありますね。どうやらあれは四天王寺の金堂下
に青竜池があって、そこから水が出てくるんだとい
うんですけれども、ああいった清水、湧き水に対す
る意識というのは、我々大阪人はほとんど忘れてい
るという感じがとてもするんです。これはいずれ大
きな問題になるだろうという気はいたします。

藪田：では最後にフロアから、淀川や最上川を長
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年、見続けておられる方、かかわっておられる方が
たにご発言をいただきたいと思います。
　今回のこのフォーラムでもご協力いただきました
淀川資料館の小関さんお願いします。
　私のほうから少し説明いたしますと、淀川資料館
というのは枚方にあって、淀川の中流域といいまし
ょうか、いわば要になっているところです。今の淀
川をどのようにご覧になっているか、お話しいただ
きたいと思います。

小関：私、淀川資料館の小関と申します。
　私自身は、淀川資料館に勤務いたしましてから、
できるだけ現場の淀川のほうに出ております。主に
魚の調査等に参加しておりまして、実際、ここ３年
ぐらいで急激に淀川の環境がガラッと変わってしま
っているんですね。皆さん方の中にご存じの方もい
らっしゃるかもしれないんですが、天然記念物のイ
タセンパラという魚が、ここ３年間、稚魚が一匹も
見つかっていないという状態になっているんです。
その原因がいろいろ考えられているんですけれど
も、例えば外来魚の問題があったり、そういう中
で、私が見ておりまして、やはり生き物たちがすみ
にくい淀川というのは、人間にとってもよくない環
境なんじゃないかなと思います。
　淀川の下流のほうでも、葦原があって、干潟があ
って、そういう場所というのは比較的いい自然環境
が生き物たちに残されているんですね。今日お越し
いただいている皆様方にもっと淀川を含め、川や水
のことに関心を持って見つめていっていただけたら
なと思っています。

藪田：ありがとうございました。
　それでは、もう一人。実は、淀川（大川）は大阪
の人たちにとって一番身近なのは、天神祭の船渡御
がされるときだと思います。大阪天満宮文化研究所
の近江晴子先生から少し、船渡御にもかかわってい
る大川のここ数年の変化みたいなものがあれば、聞
かせていただきたいと思うんですが。

近江：大阪天満宮文化研究所におります近江と申し
ます。
　大阪天満宮、天満の天神さんの夏大祭が、ご存じ
のように「天神祭」でございまして、天神祭は1000

年を越す歴史をもっております。古くは、大阪天満
宮の場所は、淀川の本流が大阪湾に流れ込む、その
注ぎ口のところにございました。その当時は、天満
宮のあたりまで、海が入り込んできていた、そうい
う景観でございました。天満宮の社伝によります
と、毎年、「社頭の浜」から神鉾を流し、流れ着い
たところをその年の行宮（御旅所）と定めるという
鉾流神事（ほこながししんじ）が行われておりまし
た。社頭の浜という場合の浜は、大阪では、川岸、
川端のことを浜と言いますし、海岸も浜ですから、
天神社の前が海岸やったのか、淀川の川岸やったの
か、わかりません。とにかく海とも川ともつかない
状態の時代から鉾流神事が行われ、卜定された御旅
所へ、御神霊に渡御していただき、その辺りの人々
がお迎えしてお祭りし、また、お船でもとのお宮へ
お帰りいただくという、それが天神祭でございま
す。
　その形がずっと受け継がれて、神鉾を流して、毎
年毎年御旅所を定めていたのを、江戸時代の初めに
その場所を固定いたしました。今はもう埋められて
しまいました京町堀川の、流末のところ（現西区京
町堀三〈推定〉）です。天神さんの御旅所ができた
あとに、ほん近くに雑喉場魚市場が成立しましたの
で、のち「雑喉場の御旅所」と呼ばれるようになり
ました。それから40～50年のち、寛文８年（1668）
ごろに、御旅所は木津川右岸の戎島（現西区川口
１）へ転宮します。それ以来、江戸時代を通じてず
っと戎島御旅所への船渡御となりました。
　江戸時代は、大川─まさしく淀川本流です─に架
かりました難波橋（なにわばし）の北詰西から、御
神霊がお乗りになった御神輿が乗船され、大川は中

小関氏
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之島の剣先で堂島川と土佐堀川に分かれますが、北
側の堂島川をずっと下って、中之島の一番西の端を
くるっと回りまして木津川へ入ります。ここで、堂
島川と土佐堀川は合流して安治川となり大阪湾へ注
ぎます。木津川右岸の戎島御旅所の真ア前に着船し
て、御神輿が上陸され、御旅所でお祭りをいたしま
す。御神輿船が大川の難波橋を出航されるのが午後
４時ごろ、もどって来はるのが午後８時ごろから10

時ごろです。大川の天神橋から難波橋のあたりに
は、見物の船がいーっぱい出まして、御神輿船をお
見送りして、再びもどって来られるまで、花火をあ
げたり、どんちゃん騒ぎをして船遊びを楽しみま
す。また船に乗れない人々は難波橋の上やら大川の
浜で見物をしながら、天神さんのお帰りを待つわけ
です。御神輿さんがもどって来られ、天満宮に還御
されて天神祭は終わります。
　明治に入りますと、御旅所が戎島から、新しくで
きました松島新地の真ん中へ転宮いたします。です
から、天神祭船渡御は、戦前まで、堂島川を下っ
て、木津川へ入り、もとの戎島御旅所のちょうど川
向かいの木津川左岸へ上陸し、そこからは陸渡御で
松島の御旅所へ参ります。御神霊は、ちゃんと夜中
のうちに天満宮へ還御されるんですけど、太鼓やら
御神輿やらを舁いていった人達が松島で沈没されま
して、「天神さんの朝帰り」という言葉も残ってお
ります。お祭りの日の翌朝早くに、殿（しんがり）
の玉神輿さんが宮入をされて、天神祭は終わりま
す。
　その天神祭の渡御が、戦時体制に入り昭和13年
（1938）からとうとうできなくなりました。それか
ら、戦争中から戦後にかけての10年間、天神祭船渡
御は中止されました。
　船渡御は、戦後の昭和24年（1949）に復活いたし
ましたんですが、とても松島の御旅所までは行けま
せんので、福島の中央市場に仮の御旅所を設けまし
て、そこまで船渡御をされました。ところが、帰り
に上げ潮になり、御神輿のお屋根が、10年の間に地
盤沈下が進んで下がっていた橋桁にぶっつかった
り、大変なことがいろいろ起こりまして、再び船渡
御は中止となりました。
　そこで、いよいよ昭和28年、ときの大阪天満宮の
宮司さんの判断で、下流に下る船渡御を180度転換
し、上流へ溯る船渡御へ変更されたのです。神鉾を

流して御旅所の場所を定め、その御旅所へ船渡御を
するのには、穢れを川へ流して祓うという大切な意
味がふくまれているのです。それを川を溯る船渡御
にしましたら、大切な意味が薄れてしまいます。も
し、下流の御旅所へ行けないということになれば、
もう船渡御はやめてしまおうということになるのが
一般的やと思いますが、そこが大阪の天神さんで
す。あのときの宮司さんの決断が無ければ、今に至
る華やかな賑やかな日本三大祭の一に数えられる天
神祭は、恐らくずっとずっと寂しいものになってい
たことでしょう。
　昭和28年には、大川の桜宮の辺に舞台船を設けて
臨時の御旅所とし、船渡御をいたしましたが、現在
は飛翔橋のところまで─もうちょっと行けば毛馬の
閘門です─溯っております。大阪天満宮では、いつ
の日か再び、淀川下流の御旅所へ行く船渡御にした
いと願っておられます。
　このように、大阪天満宮の天神祭は、社頭の淀川
と切っても切れない縁でむすばれて、発展して参り
ました。今はやむなく、形を少し変えて船渡御をし
ておりますが、その精神は変わらず、淀川あっての
大阪の夏祭として未来に受け継がれていくことと思
います。

藪田：ありがとうございました。
　では最後に、お三方に川の将来、淀川と最上川の
将来について、もうかなりいくつかの提案が出てお
りますけれども、締めていただきたいと思います。
河内さんお願いします。

河内：さっき蜆川の話が出ました。近松門左衛門の

近江氏
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作品に出てくるところですが、先年、電線を地下に
埋めまして一応きれいになったんです。そのときモ
ニュメントにいろいろ碑文を書き込む際、監修をや
ったんですが、本当は蜆川ぐらい、もう一度川にで
きないかなと、本当にそう思いますね。これは李明
博大統領じゃないが、やっぱりトップの決断。こ
れ、本気でやる気があれば、できないことはないと
思うんですよね。
　それともう一つ、大阪駅の北側にある北ヤードを
森にしようということ。ここに何とか新淀川の水を
引き込めないかという提案も出ていまして、これ
は、今、本当にできるものかどうか構想中でござい
ますので、乞うご期待ということで待っていただき
たいと思います。

藪田：ありがとうございました。では、菊地さんお
願いします。

菊地：私は、最上川ということだけでなくて、今、
地球環境問題が非常に世界的に危機的な意識を持っ
て語られている中で、自然環境を総合的視点で考え
ることが重要だと考えております。改めて思うの
は、川だけでなくて、川を生み出す山や森と、それ
から川が注ぎ込む海と、こういう自然体系を一体の
ものとしてとらえないと、なかなか川だけ、あるい
は森林伐採の山林の山の問題、それから海の漁業の
問題、これらが解決されない。縦割りの考え方、あ
るいは縦割りの行政とよく言いますが、それぞれ別
個の取り組みをしていたのでは、なかなか解決でき
ない。
　このことを私が考えるヒントをいつもいただいて
いるのは、宮城県の気仙沼というところでカキ貝の
養殖をされている畠山重篤さんという方がおりま
す。カキの養殖の仕事に高校を卒業されて以来従事
されています。高度経済成長の時期に気仙沼で赤潮
が発生して、おいしいカキがとれなくなりました。
なぜだろうかといろいろ考えて行動した人なんです
が、結局、森がだめだからだと、あるいは山がだめ
になったからだと考えた。そこから流れてくる川が
海に注いで、海に養分が入らなくなってきているか
らだと。もちろん、物を途中で川や海に流す、洗剤
を流すとか投棄、投げるものもふえたからだという
ことでありますけれども、その根本である山や森に

いわゆる広葉樹がちゃんと生えてきて、その葉っぱ
が腐葉土として、養分として川を通じて海に流れ込
む。そして、プランクトンがたくさん生まれて、そ
れをカキが食べて、おいしい立派なカキが生まれる
というその循環、自然の循環というものに彼は気づ
きました。そしてここ20年ぐらい、小学生と地元の
人たち、養殖を営んでいる、漁業を営んでいる人た
ちと一緒になって、気仙沼に注ぐ川の上流の植林活
動をしているんですね。その活動、運動のお互いの
合言葉としてとてもすてきな言葉があります。皆さ
んもご存じかもしれませんが、「森は海の恋人」と
いうタイトル、テーマなんですよね。これはすてき
なキャッチフレーズといいますか、テーマだなとい
つも思うんですね。そのように、何度も言います
が、川だけでない、海だけでない、森だけでもな
い、やっぱり一体のものとして、そこに従事する人
たちが価値観を共有して、別個の取り組みでなし
に、できるだけ一致した価値観のもとで文明論的な
視点を持って、この自然環境問題に取り組んでいく
という、これが今から必要なんではないかというふ
うに私は考えております。

藪田：最後にセンター長、お願いします。

髙橋：個人のレベルで川を汚さないのは、つまり魚
の煮汁とか小芋の煮っ転がしの煮汁を捨てないこと
です。これはもう要らないものでふき取ることです
ね。うろこが大量に流れる、これがあるんです。う
ろこと窒素が堆積して汚泥となって、これが水を汚
す最大の原因です。もちろん合成洗剤もそうです。
これは、個人のレベルですけれども。
　もう一つは、やはり地域の住民、水の景観という
のは誰のためのものじゃないんです。その地域に住
む人々のためのものなんです。ですから、地域の
人々がその水辺の空間をどう育てていくかという意
識を育てることが大事なんです。これが一つです。
　それと、やはりこれは行政のバックアップが伴わ
なければどうしようもないわけでありますけれど
も、ここは働きかけをしなくてはいけない。
　３つ目は、この大阪の水の歴史とかまちづくりの
歴史を知るということ。河内先生がおっしゃったよ
うに、まさに治水は都市の建設の歴史である。この
歴史を一体どういう教育の現場のレベルで教えてい
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くのか。ぜひひとつ、世界の歴史も結構だけれど
も、大阪の水の歴史、都市の歴史、まちづくりの歴
史、水辺の景観の歴史をしっかり僕は教科として教
えるべきだろうと思っております。

藪田：お後がよろしいようですので、これで終わり
たいと思います。
　３人の先生方、ありがとうございました。（拍手）
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